
活用ガイド 

八ードウエア編 


本体の構成各部 


周辺機器を接続する前に 
^ 周辺機器の利用 

PC98-NA シリーズ _ 

Mate システム設定 _ 

Mate J 

タイプ MM (ミニタワー型） 


ご購入いただいたモデルによっては、下記以外にもマニュアルが添付されている 
場合があります。『はじめにお読みください』の「7マニュアルの使用方法」でご確 
認ください。 

♦添付品の確認、本機の接続、 Windows Vista のセットアップ 
-► 『はじめにお読みください』 

♦本機を安全に使うための情報 
今『安全にお使いいただくために』 


このマニュアルです 

♦本機の各部の名称•機能、本機の機能を拡張する機器の取り付け方、内部 
構造の説明、システム設定 (BIOS 設定） 

"►『活用ガイドハードウェア編ミニタワー型』（電子マニュアル） 

♦本機にインストール/添付されているアプリケーションの削除/追加、他 
の 0S のセットアップ 

■►『活用ガイドソフトウェア編』（電子マニュアル） 

♦ トラブル解決方法 

■►『活用ガイドソフトウェア編』（電子マニュアル） 

♦再セットアップ方法 

—『活用ガイド再セットアップ編』 

♦ディスプレイの利用方法 

+液晶ディスプレイがあり、マニュアルが添付されています。ご使用のモデ 
ルにより異なります。 

♦ 選択アブリケーション(ワードプロセッザ/表計算ソフトウェア)の利用方法 
♦ Microsoft® Office Personal 2007、 Microsoft® Office Personal 2007 
with Microsoft® Office PowerPoint® 2007、 Microsoft® Office 
Professional 2007があり、マニュアルが添付されています。ご使用のモデ 
ルによって異なります。 

♦パソコンに関する相談窓口、保証期間と保証規定の詳細内容および Q&A、 
有償保守サービス、お客様登録方法、 NEC ビジネス PC/Express 5800情 
報発信サイト 「NEC 8番街」のご案内 
-► 『保証規定&修理に関するご案内』 


- Microsoft 関連製品の情報について- 

次の web サイト （Microsoft Press) では、一般ユーザー、ソフトウェア開発者、 

技術者、およびネットワーク管理者用に、 Microsoft 関連製品を活用するための書 
籍やトレーニングキットなどが紹介されています。 
nttp://www. microsoft.com/japan/info/press/ 





はじめに 



この マニュアルは 、フォルダやファイル、ウィンドウなど、 
Wi nd 〇 ws の基本操作に必要な用語とその意味を理解していること、 
また、それらを操作するためのマウスの基本的な動作がひと通りでき、 
Windows もしくは添付のアプリケーシヨンのヘルプを使って操作方法 
を理解、解決できることを前提に本機固有の情報を中心に書かれていま 
す。 

もし、あなたがパソコンに初めて触れるのであれば、上記の基本事 
項を関連説明書などでひと通り経験してから、このマニュアルをご利 
用になることをおすすめします。 

選択アプリケーシヨン、本機の仕様については、お客様が選択できる 
ようになっているため、各モデルの仕様にあわせてお読みください。 

仕様についての詳細は、『はじめにお読みください』の「9付録機能一 
覧」をご覧ください。 


2007年1月初版 


853-810602-251 -A 


このマニュアルの対象機種について 


♦ このマニュアルの対象機種は、次のタイプおよび型番です。 

型番の「*」の箇所には、 PC 98- NX シリーズ Mate の場合は 「 Y 」、 PC 98- NX シリーズ Mate J の場 
合は 「 J 」 の文字が入ります。 

PC 98- NX シリーズ Mate 
PC 98 -NX シリーズ Mate J 

タイプ MM M *26 A / M -2、 M *21 A / M -2 
(ミニ タワー型） 

型番の調べ方、読み方については、『はじめにお読みください』をご覧ください。 

また、 マニュアル 中の説明で、タイプ名や型番を使用している場合があります。 


このマニュアルの表記について 

♦ このマニュアルで使用している記号 

このマニュアルで使用している記号や表記には、次のような意味があります。 

f 手エック. ク してはいけないことや、注意していただきたいことを説明してい 

ます。よく読んで注意を守ってくださ t ゝ。場合によっては、作った 
データの消失、使用しているアプリケーションの破壊、ノ、。ソコン 
の破損の可能性があります。また、全体に関する注意については、 
「注意事項」としてまとめて説明しています。 

利用の参考となる補足的な情報をまとめています。 

参照/ マニュアルの 中で関連する情報が書かれている所を示しています。 


♦このマニュアルで使用している表記の意味 

本機、本体 このマニュアルの 対象機種を指します。 

特に周辺機器などを含まない対象機種を指す場合、「本体」と表 
記します。 

CD-ROM モデル CD-ROM ドライブを内蔵しているモデルを指します。 

DVD-ROM モデル DVD-ROM ドライブを内蔵しているモデルを指します。 

CD - R/RW with CD - R/RW with DVD-ROM ドライブを内蔵しているモデルを指 

DVD-ROM モデル します。 

DVD スーパーマルチ DVD スーパーマルチドライブを内蔵しているモデルを指します。 

モデル 


CD / DVD モデル 


増設ハードディスクモデル 
RAID モデル 


FeliCa 対応 
モデル 

指紋センサ機能付き 
USB 109キーボード 
モデル 

Gei-orce 
7600 GT モデル 

BIOS セツ ト アップ 
ユーティリティ 

CD / DVD ドライブ 


「アプリケーション 

CD - ROM 」 

「スタート」ボタン 

「スタート」ボタン— 
「すべてのプログラム」 — 
「アクセサリ」—「メモ帳」 


CD-ROM ドライブ、 DVD-ROM ドライブ、 CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブを内 
蔵しているモデルを指します。 

ハードディスクを2台搭載したモデルを指します。 

ミラーリング ( RAID 1) 機能がご利用いただけるモデルを指しま 
す。 

「 FeliCa ポート（外付け）」を添付しているモデルを指します。 


指紋センサ機能付き USB 109キーボードを選択したモデルを指 
します。 


グラフィック アクセ ラレータに GeForce 7600 GT を選択した 
モデルを指します。 

本文中に記載されている BIOS セットアップユーティリティは、 
画面上では 「BIOS SETUP UTILITY 」 と表示されます。 


CD-ROM ドライブ、 DVD-ROM ドライブ、 CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブを指 
します。書き分ける必要のある場合は、そのドライブの種類 
を記載します。 

本機添付の「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 を 
指します。 

画面左下にある！^ボタンを指します。 

「スタート」ボタンをクリックし、 表示され たスタートメニュー 
から 「すべての プログラム」—「アクセサリ」—「メモ 帳」を順に ク 
リック する操作を指します。 

【】で囲んである文字はキーボードのキーを指します。 
[ Ctrl ]+[ Y ] と表記してある場合は、 【 Ctrl 】 キーを押したまま 【 Y 】 
キーを押すことを指します。 

『』で囲んである文字は、 マニュアルの 名称を指します。 


♦このマニュアルで使用しているアプリケーション名などの正式名称 

本文中の表記 正式名称 

Windows 、 Windows Vista ™ Business 

Windows Vista 

Windows Media Windows Media ® Player 11 

Player 

ウイルスバスター ウイルスバスター™2007トレンドフレックスセキュリティ™ 

Always アップデ-卜 Phoenix Always ™, Trend Micro Pattern Update Agent 

エージエント 

NASCA NEC Authentication Agent 
WinDVD for NEC InterVideo ® WinDVD ® for NEC 

Easy Media Roxio Easy Media Creator ® 9 

Creator 9 

Intel Matrix Intel ® Matrix Storage Console 

Storage Console 

♦このマニュアルで使用しているイラスト、画面、記載内容について 

• 本機のイラストや記載の画面は、モデルによって異なることがあります。 

• 本書に記載の画面は、実際の画面とは多少異なることがあります。 

♦デバイスマネージャの開き方 

1 「スタート」ボタン —r コントロールパネル」をクリック 

2 「システムとメンテナンス」をクリックし、「デバイスマネー 
ジャ」をクリック 

3 「ューザーアカウント制御」画面が表示された場合は「続行」ボ 
タンをクリック 

「デバイスマネージャ」が表示されます。 


(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ 
などお気付きのことがありましたら、ご購入元、または NEC 121コンタクトセンターへご連 
絡ください。 

(4) 当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、 （3) 項にかか 
わらずいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

(5) 本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わ 
る設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等の使 
用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人 
身事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。 

(6) 海外 NEC では、本製品の保守.修理対応をしておりませんので、ご承知ください。 

(7) 本機の内蔵ハードディスクにインストールされている Windows Vista および本機に添付の 
CD - ROM 、 DVD - ROM は、本機のみでご使用ください。 

(8) ソフトウヱァの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、 
著作権の侵害となります。 

(9) ハー ドウ ヱァの 保守情報を セーブして います。 

(10) 本書に記載している Web サイトや連絡先は、2006年12月現在のものです。 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Windows Aero 、 Outlook、Windows Media および 
Windows のロゴは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標また 
は商標です。 Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

イ ン テル、 Intel、Intel SpeedStep 、 イ ン テル Core はアメリカ合衆国及びその他の国におけるイ 
ンテルコーポレーション またはその子会社の商標または登録商標です。 

NVIDIA 、 nVIDIA ロゴ、 GeForce 、 nView は 、 NVIDIA Corporation の商標です。 
TRENDMICRO 、 およびウイルスバスターは、トレンドマイクロ株式会社の登録商標です。 
Roxio Easy Media Creator は 、 Sonic Solutions の登録商標です 0 
InterVideo 、 および WinDVD は InterVideo , Inc . の登録商標です。 

Copyright 2007 InterVideo , Incorporated . All rights reserved . 

Photo CD portions copyright Eastman Kodak Company 1995 
PS /2 は IBM 社が所有している商標です 
「 FeliCa 」 は、 ソニー 株式会社の登録商標です。 

「 FeliCa 」 は、ソニー株式会社が開発した非接触 1 C カードの技術方式です。 

「 Edy 」 は、ビットワレット株式会社が管理するプリペイド型電子マネーサービスのブランドです。 
ESMPRO は日本電気株式会社の登録商標です。 

Phoenix は 、 Phoenix Technologies Ltd . の登録商標です 0 
DeviceProtector は、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の商標です。 

その他、本書に記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 


©NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd. 2007 

日本電気株式会社、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製 • 改変などを行うことはで 
きません。 






■輸出に関する注意事項 

本製品（ソフトウヱァを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠していません。 

本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。 

また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サボート等は行っていません。 

本製品の輸出(個人による携行を含む)につ V ゝては、外国為替及び外国貿易法に基づ V ゝて経済産業省 
の許可が必要となる場合があります。 

必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。 

輸出に際しての許可の要否につ V ゝては、ご購入頂 I ゝた販売店または当社営業拠点にお問 V ゝ合わせく 
ださい。 


■ Notes on export 

This product (including software ) is designed under Japanese domestic specifications ana 
does not conform to overseas standards . 

NEC * 1 will not be held responsible for any consequences resulting from use of this product 
outside Japan . 

NEC * 1 does not provide maintenance service nor technical support for this product outside 
Japan . 

Export of tms product (including carrying it as personal baggage ) may require a permit from 
the Ministry of Economy , Trade and Industry under an export control law . Export without 
necessary permit is punishable under the said law . 

Customer shall inquire of NEC sales office whether a permit is required for export or not . 


1 :NEC Corporation , NEC Personal Products , Ltd . 
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本体の構成各部 

本機の外観上に見えるものから、内蔵されている機器まで、ハードウエア 
全般の機能と取り扱いについて説明します。 


この章の読み方 


順番に読んでいく必要はありません。目的にあわせて該当するページを 
お読みください。 


この章の内容 


各部の名称 . 14 

電源 . 21 

^—ホー r . 34 

マ勹ス . 41 

デイスフ。レイ . 43 

ハードディスク . 54 

ハードディスク （ RAID モデルの場合） . 56 

フロッピーディスクドライブ . 59 

CD / DVD ド、ラィブ . 62 

サウンド機能 . 69 

LAN (ローカノレエリアネットワーク） . 71 

USB コネクタ . 79 

セキュリティ機能/マネジメント機能 . 82 



















各部の名称 

本体の各部の名称と役割について説明しています。 

各部の取り扱い方法や詳しし\操作方法については、各項目にある参照 
ページをご覧ください。 


本体前面 


⑨ファイルベイおよび一 
ファイルベイカバー 
(5 インチベイ） 

⑥ディスクアクセスランプ 


⑨ファイルベイおよび 
ファイルベイカバー 
(3.5 インチベイ） 


⑩フロントマスク 


_ 


■⑦ CD / DVD ドライブ 


■④ フロッピーディスクドライブ 
-⑤ ディスクイジェクトボタン 
•③ 電源ランプ 


-②ハードディスクアクセスランプ 
-①電源スイッチ 


-® USB コネクタ 



⑪スタビライザ 


①電源スイッチ((1))_ 

本体の電源の状態を変更するスイッチです。 
詳しくは「電源」 （ P .21) をご覧ください。 


各部の名称 
































② ハードディスクアクセスランプ ( 0 ) _ 

内蔵のハードディスクや CD / DVD ドライブにアクセスしているときに 
点灯します。 

r O チェック•ク - . 

ハードディスクアクセスランプ点灯中は電源スイッチを押さないでく 
ださい。ハードディスクの内容がこわれることがあります。 

v _ J 

③ 電源ランプ (©) _ 

電源の状態を表示するランプです。電源が入っているときと、スリープ状 
態のときに点«"します。 

詳しくは「電源」 （ p .21) をご覧ください。 

④ フロッピーディスクドライブ 

3.5 インチのフロッピーディスクの読み書きをする装置です。 

詳しくは「フロッピーディスクドライブ」 （ p .59) をご覧ください。 

⑤ ディスクイジェクトボタン_ 

フロッピーディスクを取り出します。 

⑥ ディスクアクセスランプ_ 

フロッピーディスクドライプが動作しているときに点灯します。 

r O チェック•ク - . 

ディスクアクセスランプ点灯中は、電源スイッチを押したり、ディスクイ 
ジェクトボタンを押したりしてフロッピーディスクを取り出さないで 
ください。ディスクの内容がこわれることがあります。 
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⑦ CD/DVD ドライブ_ 

CD-ROM ドライブ、 DVD-ROM ドライプ XD - R/RW with DVD-ROM ド 
ライブ、または DVD スーパーマルチドライプが内蔵されています。内蔵 
されているドライブはお使いのモデルによって異なります。 

詳しくは 「 CD / DVD ドライプ」 ( p .62) をご覧ください。 

CD / DVD ドライブは取り外して、他のファイルベイ用内蔵機器に交換す 
ることもできます。 

ファイルベイ機器につ t 、ては、 「 PART 3 周辺機器の利用」の「ファイルべ 
イ用機器」 (P.124) をご覧ください。 


本体の構成各部 


各部の名称 


⑧ USB コネクタ （•$) 


USB 機器を接続するコネクタです。本機の USB コネクタは、 USB 2.0 と 
USB 1 . 1の機器に対応しています 。 USB 2 . 0の転送速度を出すためには、 
USB 2.0 対応の機器を接続する必要があります。 

詳しくは 「 USB コネクタ」 （ p .79) をご覧ください。 

⑨ フアイルベイおよびフアイルベイカバー 

ファイ ルベイ 用内蔵機器を取り付けます。 ファイルベイ にはサイズの違 
いにより、 3.5 インチベイ、5インチベイの2種類があります。 

ファイルベイに、リムーバブルメディア用の内蔵機器を取り付けるとき 
には、このファイルベイカバーを取り外して、内蔵機器を取り付けます。 
ファイルベイ用内蔵機器については、 「 PART 3 周辺機器の利用」の「ファ 
イルベイ用機器」 ( p .124) をご覧ください。 

⑩ フロントマスク 

本体前面のカバーです。 

⑪スタビライザ 


本体を安定させるための脚です。 




① AC 電源コネクタ 


②スライドストツ/\° 


③ケーブルストツバ 



④ 筐体ロック 

⑤ 盗難防止用ロック 

②スライドストツ/ N ° 

⑧ PCI Express xl スロット 


⑦ 通風孔 

⑧ ライン入力端子 

⑨ ライン出力端子 

⑩ マイク端子 

⑪パラレルコネクタ 
⑫シリアルコネクタ1 
⑬アナログ RGB コネクタ 
⑭ PS /2 マウスコネクタ 
⑮ PS /2 キーボードコネクタ 
⑯ USB コネクタ 
⑰ LAN コネクタ 
⑳アナログ RGB コネクタ 
(GeForce 7600 GT モデルのみ） 
⑬ PCI スロット 

⑲ DVI コネクタ ( DVI - D ボードモデル、 
GeForce 7600 GT モデルのみ） 

，⑫シリアルコネクタ2 


① AC 電源コネクタ_ 

AC コンセントから本体に10 0 V の電源を供給するためのコネクタです。 
添付の電源コードを接続します。 

② スライドストッパ_ 

本体のカバーを固定します。 

参照/サイドカバーの取り付けと取り外しについて （P.100) 

③ ケーブルストッパ_ 

キーボードなどのケープルが抜けるのを防止したり、ケープル接続した 
機器の盗難を防止します。 

詳しくは 「 PART 3 周辺機器の利用」の「ケープルストッパ」 (P.107) をご 
覧ください。 
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④ 筐体ロック (gl) 


ロック付き盗難防止ケープルを取り付けます。 

詳しくは「セキュリティ機能/マネジメント機能」 （ p .82) をご覧くださ 

い。 

⑤ 盗難防止用ロック_ 

本体に内蔵されているメモリや機器の盗難を防止します。 

詳しくは「セキュリティ機能/マネジメント機能」 （ p .82) をご覧くださ 

い。 

⑧ PCI Express スロット 

PCI Express に対応した拡張ポードを挿入する スロッ トです。詳しくは 
「 PART 3 周辺機器の利用」の 「PCI Express ボード」 （ p .119) をご覧くだ 
さい。 

⑦ 通風孔_ 

本体内部の熱を逃がすための通風孔です。壁などでふさがないように注 
意してください。 

r O チェック•ク- . 

本体電源内部のファンは、温度によつて回転数が変わります。そのため、 
低温時に電源を入れたとき、数分間フアンが動作しない場合があります。 


⑧ ライン入力端子（ミニジャック）（(((命）_ 

市販のオーディオ機器から音声信号を入力する端子です。 

⑨ ライン出力端子（ミニジャック）（(((令）_ 

市販のオーディオ機器へ音声信号を出力する端子です。 

⑩ マイク端子（ミニジャック） （,） _ 

市販のマイクを接続する端子です。 

⑪パラレルコネクタ（量）_ 

プリンタなどの機器を接続するコネクタです。 

〇チェック.ク-, 

パラレルコネクタには、 D-Sub25 ピンのシリアル機器を接続しないでく 
ださい。 
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⑫シリアルコネクタ （noioii) 


モデムや ISDN TA などの機器を接続するコネクタです。 

⑬ アナログ RGB コネクタ （〇) 

アナログインターフヱイスのディスプレイなどを接続するコネクタで 
す。 GeForce 7600 GT モデルをお使いの場合は、こちらのコネクタは使 
用せず、「⑳アナログ RGB コネクタ (GeForce 7600 GT モデルのみ)」のコ 
ネクタを使用してください。 

詳しくは「ディスプレイ」 （ P .43) をご覧ください。 

⑭ PS/2 マウスコネクタ （0) _ 

PS /2 接続のマウス（ミニ DIN 6 ピン）を接続するコネクタです。 

詳しくは「マウス」 （ P .41) をご覧ください。 

⑮ PS/2 キーボードコネクタ（匡马）_ 

PS /2 接続の キーボード （ミ ニ DIN 6 ピン）を 接続す るコネクタです。 
詳しくは「キーボード」 ( p .34) をご覧ください。 

⑯ USB コネクタ （4) _ 

USB 機器を接続するコネクタです。本機の USB コネクタは、 USB 2.0 と 
USB 1.1 の機器に対応しています。 USB 2.0 の転送速度を出すためには、 
USB 2.0 対応の機器を接続する必要があります。 

詳しくは 「 USB コネクタ」 ( p .79) をご覧ください。 

⑰ LAN コネクタ (&) _ 

LAN ケープルを接続するコネクタです。 

LAN コネクタ拡大図 

通信速度ランプ 

ri 

LpS 1 ! — ネットワーク通信/接続ランプ ( ACT / LINK ) 

LAN コネクタ 


本体の構成各部 


各部の名称 
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• 通信速度ランプ 

ネットワーク上で読み込みや書き込みが発生すると通信速度に応じて 
点灯します。 

• 1，000 Mbps ネットワーク接続時はオレンジ色に点灯します。 

• 100 Mbps ネットワーク接続時は緑色に点灯します。 

•10 Mbps ネットワーク接続時は点灯しません。 

• ネットワーク通信/接続ランプ ( ACT / UNK ) 

ネットワーク上で読み込みや書き込みが発生すると点滅します。また、 
ハブやスイッチから、リンクパルスを受信すると点灯します。ただし、 
必ずしも本機の読み込み/書き込みとは限りません。 

• LAN コネクタ（志） 

LAN ケープルを接続します。 

⑬ PCI スロット 


本体の機能を強化したり拡張したりするための、各種ボードを挿入する 
スロットです。 PCI ボードについては 「 PART 3 周辺機器の利用」の 「PCI 
ボード」 ( p .116) をご覧ください。 


⑲ DVI コネクタ （ DVI - D ボードモデル 、 GeForce 7600 GT モデルのみ) 


デジタルインターフヱイスのディスプレイを接続するコネクタです。 
DVI - D ボードモデルの場合は、スロットのコネクタは DVI - D コネクタの 
み。また 、 GeForce 7600 GT モデルの場合は、スロットのコネクタは DVI - 
D コネクタ+アナログ RGB コネクタの構成になります。 

詳しくは「ディスプレイ」 ( P .43) をご覧ください。 


⑳アナログ RGB コネクタ （GeForce 7600 GT モデルのみ) 


アナログインターフェイスのディスプレイなどを接続するコネクタで 
す 。 GeForce 7600 GT モデルをお使 t 、の場合は、こちらのコネクタを使 
用してください。 

詳しくは「ディスプレイ」 （ p .43) をご覧ください。 
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各部の名称 




ここでは電源の入れ方や切り方、省電力機能について説明します。電源の 
切り方を間違えるとデータやプログラムの破損や、本機の故障の原因に 
なる場合があるので、特に注意してください。 


電源の状態 


本体の電源の状態には次のように「電源が入っている状態」「スリープ状 
態」「休止状態」「電源が切れている状態」の4つの状態があります。 


電源が 
切れている 


電源を入れる !-► 



スリープ 




電源を切る1^ 

電源が 


状態にする 


スリープ 

状態 


休止状態から 
復帰する 


入っている 


または 
休止状態 

H 


状態 


スリープ状態 


状態 

hn 休止状態にする!^ 



から復帰する 




♦電源が入っている状態 

通常、本体を使用している状態です。 

♦スリープ状態 

作業中のデータを一時的にメモリに保存し、ハードディスクやディスプ 
レイを省電力状態にして消費電力を抑えます。メモリ内のデータを保持 
するための電力は供給されているので、すぐに作業を再開できます。 

本機ではハイブリッドスリープを使用する設定になっています。ハイブ 
リッドスリープはスリーブ状態時に電力の供給が絶たれた場合に備え、 
メモリとハードディスクの両方にデータを保存するため、作業内容をよ 
り安全に維持します。 

なお、ハイプリッドスリープが使用する設定になっている場合、「「スター 
卜」ボタンから休止状態にする」 ( p .29) の手順で休止状態にすることはで 
きません。この方法で休止状態にしたい場合は、ハイブリッドスリープの 
設定を使用しないに設定してください。 

参照/.ハイブリツドスリープについて— Windows のヘルプ 

• 休止状態について—『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブル解決 Q&A」 
の「省電力機能」 


電源 






♦休止状態 

メモリの情報をすべてハードディスクに保存し、本体の電源を切ります。 
もう一度電源を入れると、休止状態にしたときと同じ状態に復元します。 

〇チェック. ク - . 

本機ではハイブリツドスリープが使用する設定になっているため、「「ス 
タート」ボタンから休止状態にする」 (P.29) の手順で休止状態にするこ 
とはできません。 

この方法で休止状態にしたい場合は、ハイブリツドスリープの設定を使 
用しないに設定してください。 


• ハイブリツドスリープについて— Windows のヘルプ 
-休止状態について—『活用ガイドソフトウェァ編』の「トラカレ解決 Q&A」 
の「省電力機能」 

♦電源が切れている状態 

本機の電源を完全に切った状態です。メモリなどの増設はこの状態で 
行ってください。 

電源の状態は、本体の電源ランプで確認することができます。 


電源の状態 

電源ランプ 

ディスプレイの表示 

ディスプレイの電源ランプ 

電源が入っている 

青色に点灯 

表示される 

緑色に点灯 

電源が切れている 

点灯しない 

表示されない 

オレンジ色に点灯％ 

スリープ状態 

青色に点滅 

表示されない 

オレンジ色に点灯 58 

休止状態 

点灯しない 

表示されない 

オレンジ色に点灯 


※：使用するディスプレイによっては、黄色に見える場合があります。 



◎電源を入れる 

電源を入れる際は、次の手順に従って正しく電源を入れてください。 

厂〇チェック.ク- 

-本機のドライブに、フロッピーディスクや CD/DVD ディスクがセット 
された状態で電源を入れると、それらのディスクから起動したり、本 
機が起動できない場合があります。その場合は、セットされている 
ディスクを取り出してから、電源を入れ直してください。 

• いったん電源を切った後で、電源を入れ直す場合は、電源を切ってか 
ら5秒以上間隔をあけて電源を入れてください。また、電源コードを抜 
いたり、ブレーカなどが落ちて電源が切れた場合は、30秒以上間隔を 
あけてから電源を入れてください。 

• メモリを増設した場合、メモリの組み合わせによっては、初期化のた 
めに電源を入れてから画面が表示されるまでに時間がかかる場合が 
あります。 


7 周辺機器の電源を入れる 
2 本体の電源スイッチを押す 

◎電源を切る_ 

電源を切る際は、次の手順に従って正しく電源を切ってください。 

r O チェック. ク - 、 

• Windows やアプリケーションの起動中や、アクセスランプが点灯し 
ている場合は、本機の電源を切らないでください。 

• アプリケーションのエラーなどで Windows の操作ができなし、場合の 
電源の強制切断方法については『活用ガイドソフトウェア 編』 の「卜 
ラブル解決 Q&A」 の「電源を切るとき」をご覧ください。 
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♦「スタート」ボタンから電源を切る 

1 作業中のデータを保存してアプリケーションを終了する 

2 「スタート」ボタンをクリック 

電源 


本体の構成各部 


3 m (「ロック」ボタン）の横にある涵をクリックし、表示された 
メニューから「シャッ トダウン」をクリック 

シャットダウン処理終了後、電源が自動で切れます。 

電源スイッチは押さないでください。 

4 電源ランプが消灯し、本機の電源が切れたことを確認したら、 
周辺機器の電源を切る 

♦電源スイッチを押す 

1 作業中のデータを保存してアプリケーションを終了する 

2 電源スイッチを押す 

シャットダウン処理終了後、電源が自動で切れます。 

3 電源ランプが消灯し、本機の電源が切れたことを確認したら、 
周辺機器の電源を切る 


省電力機能について 


省電力機能とは、 CPU やハードディスク、ディスプレイといった、本機の 
主要な部分への電力供給を停止することで、本体の消費電力を抑える機 
能です。また、作業を一時的に中断したい場合や、中断した作業をすぐに 
再開した t ゝ場合にも便利な機能です。 

本機の省電力機能には、「スリーブ状態」「休止状態」があります。 

参照 / • スリープ状態について-►「スリープ状態」 (p_27) 

^ 休止状態について—『活用ガイドソフトウェァ編』の「トラブル解決 Q&A」 

の「省電力機能」 


省電力機能使用上の注意 


◎スリープ状態または休止状態を利用できないとき_ 

次のような場合には、スリープ状態または休止状態にしないでくださ 
い。本機が正常に動かなくなったり、正しく復帰できなくなることがあり 
ます。 
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電源 




•フリンタへ 出力中 
• 通信用アプリケーションを実行中 

- LAN または無線 LAN を使用して、ファイルコピーなどの通信動作中 
• 音声または動画を再生中 

• ハードデイスク、 CD や DVD 、 フロッピーデイスクなどにアクセス中 
- Windows の起動/終了処理中 

•スリーブ状態または休止状態に対応していないアプリケーションを使 
用しているとき 

•スリーブ状態または休止状態に対応していない PC カード、 コンパクト 
フラッシュカード、 USB 機器を使用しているとき 

◎スリープ状態または休止状態を使用する場合の注意_ 

•スリープ状態のときに次のことが起きると、作業中のデータは失われ 
ます。 

• 電源コードが本体や AC コンセントから外れたとき 
• 停電が起きたとき 

• 電源スイッチを約4秒以上押し続けて、強制的に電源を切ったとき 

スリープ状態または休止状態にする場合は、次のことに注意してください。 
•スリーブ状態または休止状態から復帰後、すぐにスリーブ状態または 
休止状態にする場合は、本機に負担がかからないように、復帰後、約5秒 
以上経過してから操作してください。 

•スリーブ状態または休止状態では、ネットワーク機能がいったん停止 
しますので、ファイルコピーなどの通信動作が終了してからスリープ 
状態または休止状態にしてください。また、使用するアプリケーション 
によっては、スリープ状態または休止状態から復帰した際にデータが 
失われることがあります。ネットワークを使用するアプリケーション 
を使う場合には、あらかじめお使いのアプリケーションについてシス 
テム管理者に確認のうえ、スリープ状態または休止状態を使用してく 
ださい。 

• 通信アプリケーションを使用中の場合は、通信アプリケーションを終 
了させてから、スリープ状態、または休止状態にしてください。 

• SCSI インターフェイスボードを使用している場合、接続されている機 
器によっては正しく復帰できな t 、場合があります。このような場合は、 
スリープ状態または休止状態にしないでください。 

•スリーブ状態または休止状態への移行中は、各種ディスク、 PC カード 
や コン パク トフ ラッシュカードなどを入れ替えないでください。デー 
夕が正しく保存されな t ゝ場合があります。 

電源 


本体の構成各部 



•スリーブ状態中または休止状態中に、機器構成を変更しないでくださ 
い。正しく復帰できなくなる場合があります。 

•スリープ状態に移行する前に USB 機器を外してください。 USB 機器を 
接続した状態では、スリープ状態に移行できない場合があります。 

•スリーブ状態または休止状態への移行中には USB 機器の抜き差しを 
しないでください。 

• 「電源ォプションのプロパティ」で各設定を変更する場合は、コン 
ピュータの管理者権限 (Administrator 権限）を持つユーザーアカウン 
卜でログオンしてください。 

• CD や DVD 、 フロッピーディスクをセットしたまま休止状態から復帰 
すると、正しく復帰できずに CD や DVD 、 フロッピーディスクから起動 
してしまうことがあります。休止状態にする場合は、 CD や DVD 、 フ 
ロッピーディスクを取り出してから休止状態にしてください。また、フ 
ロッピーディスクを使用している場合は、必要なファイルを保存して 
からフロッピーディスクを取り出してください。 

• CD/DVD ドライプにフォト CD をセットしたままスリープ状態または 
休止状態にすると、復帰に時間がかかることがあります。 

◎スリープ状態または休止状態から復帰する場合の注意_ 

スリーブ状態または休止状態から復帰する場合は、次のことに注意して 

ください。 

•スリープ状態または休止状態にしてからすぐに復帰する場合は、本機 
に負担がかからないよう、スリープ状態または休止状態になった後、約 
5秒以上経過してから操作してください。 

•スリープ状態または休止状態中に周辺機器の取り付けや取り外しなど 
の機器構成の変更をしないでくださ V ゝ。正常に復帰できなくなること 
があります。 

•スリーブ状態または休止状態からの復帰中には USB 機器の抜き差し 
をしないでください。 

• 印刷中にプリンタが停止して「印刷キュー」に印刷中のドキュメントが 
残っている場合は、全てのドキュメントをキャンセルし、プリンタに接 
続している USB ケープルを抜き差ししてから再度印刷してください。 

•スリープ状態または休止状態からの復帰を行った場合、本体は復帰し 
ているのに、ディスプレイには何も表示されない状態になることがあ 
ります。この場合は、マウスを動かすかキーボードのキーを押すことに 
よってディスプレイが正しく表示されます。 

• 次の場合には、復帰が正しく実行されなかったことを表しています。 

• アプリケーションが動作しない 

•スリープ状態または休止状態にする前の内容を復元できない 


• マウス、キーボード、電源スイッチを操作しても復帰しない 
このような状態になるアプリケーションを使用しているときは、ス 
リープ状態または休止状態にしないでください。 

電源スイッチを押しても復帰できなかったときは、電源スイッチを約 
4秒以上押し続けてくだれゝ。電源ランプが消え、電源が強制的に切れ 
ます。この場合、 BIOS セットアップユーティリティの内容が、工場出荷 
時の状態に戻っていることがあります。必要な場合は再度設定してく 
ださい。 


スリープ状態 


作業中のデータを一時的にメモリに保存し、ハードディスクやディスプレ 
イを省電力状態にして消費電力を抑える状態です。メモリ内のデータを保 
持するための電力は供給されているので、すぐに作業を再開できます。 

r O チェック.ク- . 

スリープ状態への移行およびスリープ状態からの復帰は、状態の変更が 
完了してから5秒以上の間隔をあけて行ってください。 


◎スリープ状態にする_ 

工場出荷時の設定で、電源が入っている状態から手動でスリーブ状態に 
するには、次の方法があります。 

♦「スタート」ボタンからスリープ状態にする 

1 「スタート」ボタンをクリックし、_(「電源」ボタン）をクリッ 
ク 

Windows が終了し、スリープ状態になります。 

Windows の終了処理中は電源スイッチを押さないでください。 

2 電源ランプを確認する 

本体がスリープ状態になると、電源ランプが点滅します。 

◎スリープ状態から復帰する_ 

スリーブ状態から手動で電源が入っている状態に復帰するためには、次 
の方法があります。 


本体の構成各部 


電源 
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♦電源スイッチを押す 


1 電源スイッチを押す 

r O チェック•ク- 

電源スイッチを押して復帰する場合は、電源スイッチを4秒以上押し続 
けないでください。電源スイッチを4秒以上押し続けると、強制的に電源 
が切れ、保存していないデータが失われます。 

V_ J 


2 ユーザ選択画面が表示された場合は、ログオンするユーザを選 
択する 

3 パスワード入力画面が表示された場合は、選択したユーザのパ 
スワードを入力する 


♦マウスまたはキーボードを操作する 

マウスのボタンをクリックするか、 キーボー ドの キーを 押してくださ 

い。 

お使いのマウスによっては、マウスを動かすことでスリープ状態から 
復帰できるものもあります。なお、本機をキーボードやマウスでスリー 
プ状態から復帰しないように設定することもできます。 

参照/ キーボードやマウスでスリープ状態から復帰しないようにする設定について 
—『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「省電力機能」 


休止状態 


メモリの情報をすべてハードデイスクに保存し、本体の電源を切った状 
態です。もう一度電源を入れると、休止状態にしたときと同じ状態に復元 
しますので、本機での作業を長時間中断する場合に、消費電力を抑えるの 
に有効です。 

〇チェック•ク- . 

休止状態への移行および休止状態からの復帰は、状態の変更が完了して 
から5秒以上の間隔をあけて行ってください。 
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電源 



電源が入っている状態から手動で休止状態にするには、次の方法があり 
ます。 

♦「スタート」ボタンから休止状態にする 
1 「スタート」ボタンをクリック 

2 _(「ロック」ボタン）の横にあるをクリックし、表示された 
メニューから「休止状態」をクリック 

休止状態への移行処理後、電源は自動で切れますので、電源スイッ 
チを押さないでください。 

3 電源ランプを確認する 

本体が休止状態になると、電源ランプが'消灯します。 

◎休止状態から復帰する_ 

休止状態から手動で電源が入っている状態に復帰するには、次の手順で 
行います。 

1 電源スイッチを押す 

2 ユーザ選択画面が表示された場合は、ログオンするユーザを選 
択する 

3 パスワード入力画面が表示された場合は、選択したユーザのパ 
スワードを入力する 


r O チェック•ク- . 

本機ではハイブリッドスリープが使用する設定になっているため、この 
方法で休止状態にすることはできません。 

この方法で休止状態にしたい場合は、ハイブリッドスリープの設定を使用 
しないに設定してください。設定の変更方法については、『活用ガイド 

ソフトウェア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「省電力機能」をご覧ください。 

V ノ 


◎休止状態にする 


本体の構成各部 


電源 
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省電力機能の設定 


省電力機能の設定は、 Windows の「電源オプション」で行います。 

「電源オプション」では、あらかじめ設定されている電源プランから使用 
するプランを選択するほか、新規のプランの作成ができます。 

また、各種プランごとに省電力機能を実行するための操作の設定や、省電 
力機能が実行されるまでの時間を設定することができます。 

◎電源プランの選択_ 

設定されている電源プランから選択する場合は、次の手順で行います。 

1 「スタート」ボタン — T コントロールパネル」をクリック 

2 「システムとメンテナンス」をクリックし、「電源オプシヨン」を 
クリック 

3 表示されているプランから使用したいプランを選択する 

表示されているプラン以外から選択したい場合は、「追加のプラン 
を表示します」をクリックし、表示されたプランから選択してくだ 
さい。 

4 _ボタンを押す 

以上で電源ブランの選択は完了です。 

◎電源プランの設定の変更_ 

すでに登録されている電源プランの設定を変更する場合は、次の手順で 
行います。 

1 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリック 

2 「システムとメンテナンス」をクリックし、「電源オプシヨン」を 
クリック 

3 設定を変更したいブランの r ブラン設定の変更」をクリック 

4 表示された画面で設定を行う 

電源の種類ごとに設定できます。 
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電源 


新規の電源ブランを作成する場合は、次の手順で行います。 

1 「スタート」ボタン—•「コントロールパネル」をクリック 

2 「システムとメンテナンス」をクリックし、「電源オプシヨン」を 
クリック 

3 「バランス」のをチェックした後、「プラン設定の変更」をク 
リック 

4 「プラン設定の変更」欄で定義されているそれぞれの項目を設 
定する 

5 左のメニューから「電源プランの作成」をクリック 

6 表示される電源プランから作成したいプランに近いプランを 
選択する 


電源 


項目 

説明 

ディスプレイの 

電源を切る 

指定した時間何も入力が無い場合、ディスプレ 
イの電源を切ります。 

コンピュータを 
スリープ状態にする 

指定した時間何も入力が無い場合、本機がスリ 
ープ状態になります。 


• 「詳細な電源設定の変更」をクリックすると、電源ブランごとに詳細な 
設定が行えます。 

-「このプランの既定の設定を復元する」を選択すると、設定値が既定の 
値に戻ります。 

5 「変更の保存」ボタンをクリック 

以上で電源プランの設定の変更は完了です。 

◎電源プランの作成 


本体の構成各部 




7 「ブラン名」欄に作成する電源ブラン名を入力し、「次へ」ボタン 
をクリック 

8 表示される画面で設定を行う 

9 「作成」ボタンをクリック 

以上で電源ブランの作成は完了です。 

作成した電源プランは、「電源ブランの選択」 (p.30) の手順で選択ができ 
ます。 

◎省電力機能を実行する操作の変更 

電源スイッチを押すことで実行される省電力機能を変更する場合は次の 
手順で行います。 

チェック•ク- 

この手順で設定を行つた場合、現在登録されているすべての電源プラン 
の設定が変更されます。電源プランごとに設定を行いたし、場合は、それぞ 

れの電源プランの設定画面の「詳細な電源設定の変更」から行います。 

V_ 


1 「スタート」ボタンー••「コントロールパネル」をクリック 

2 「システムとメンテナンス」をクリックし、「電源オプシヨン」に 
ある「電源ボタンの動作の変更」をクリック 

3 「電源ボタンの設定」欄で、動作を設定する 

•電源ボタンを押して実行される省電力機能を設定する場合 

「電源ボタンを押したときの動作」欄で設定します。 

4 「変更の保存」ボタンをクリック 

以上で設定は完了です。 
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電源 


電源の自動操作 


タイマ（電源オプション）、 LAN 、 回線からのアクセス（リモートパワーオ 
ン機能)によって、自動的に電源の操作を行うことができます。 

チェック•ク- . 

タイマ、 LAN の自動操作によりスリープ状態から復帰をした場合、本体は 
スリープ状態から復帰しているのに、ディスプレイには何も表示されない 
状態になる場合があります。この場合、マウスを動かすかキーボードの 

キーを押すことによってディスプレイが表示されます。 

V_/ 


◎タイマ機能(電源オプション）_ 

設定した時間を経過しても、マウスやキーボードからの入力およびハー 
ドディスクへのアクセスなどがない場合、自動的にディスプレイの電源 
を切ったり、スリープ状態にすることができます。 

工場出荷時は次のように設定されています。 


ディスプレイの 

電源を切る 

八ードディスク 
の電源を切る 

スリープ 

約20分 

約20分 

約25分 


本機は、省エネルギーのため工場出荷時にスリーブ状態になるように設 
定してあります。 

◎リモートパワーオン機能 ( LAN による電源の自動操作） 


LAN 経由で、離れたところにあるバソコンの電源を操作する機能です。 

参照/. 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」の「リモートパワーオン機能 
(Remote Power On 機能)の設定」 （ p .76) 

• 「セキュリティ機能/マネジメント機能」の「マネジメント機能」の「リモー 
トパワーオン機能 （Remote Power On 機能)」 （ p _90) 


本体の構成各部 
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キーポード 

ここでは、さまざまなキーボード、キーボードの使用上の注意について説 
明します。 


添付されるキーボードの種類 


本機に添付されるキーボードには、接続するインターフヱイス、キー配列 
などの違いにより、次の種類のキーボードがあります。 


キーポードの種類•名称 

インターフェイス 

キー配列 

PS /2 接続の 

キーボード 

PS /2 109キーボード 

PS /2 

109配列 

テンキー付き PS /2 小型キーボード 

109準拠 

USB 接続の 

キーボード 

指紋センサ機能付き USB 1〇9キーボード 

USB 

109配列 

USB 109キーボード 

109配列 


使用上の注意 


◎N キーロールオー バ 

N キー ロール オーバとは、複数のキーを同時に押した場合に、最後に入力 
したキーが有効になる機能です。ただし、本機のキーボードは、疑似 N キー 
ロール オーバのため、複数のキーを同時に押した場合には、正常に表示さ 
れないことや、有効にならないことがあります。 

◎ USB キーボードの接続_ 

電源が入った状態で USB キーボードを抜き差しする場合、 USB キーボー 
ドの取り外しや取り付けを、本体が認識するためには数秒〜10秒程度必 
要です。瞬間的な抜き差しを繰り返すとキーボード入力ができなくなる 
ことがあります。 

キーボード入力ができなくなってしまった場合は、 USB キーポードを正 
しく接続した後に、電源スイッチを4秒以上押し続けて強制的に電源を切 
り .Windows を再起動してください。 

チェック•ク- 

指紋センサ機能付き USB 109 キーボードの接続は、本体の USB コネク 
夕に接続します。外部ハブを挟んで接続しないでください。 
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キーボード 





◎ USB 機器の電源容量による接続制限_ 

USB キーボード （ USB 109キーボード）の裏面には、 USB 機器を接続する 
ためのハブが2つあります。 



片方の/ヽブには添付の USB マウスを接続します。もう片方のノヽプには別 
売の USB 機器を接続して利用することができます。 

USB キーボードのハブに別売の USB 機器を接続する場合は、次の制限が 
ありますのでご注意ください。 

• USB キーポードの USB ハプは、 USB バスパワードハプと呼ばれるハプ 
で、電源が接続先から供給されて動作するハプです。 

USB 機器は、接続先に要求する電源の容量によって、「ハイパワーデバ 
イス」と「ローパワーデバイス」の2種類に分類されます。 USB 接続の 
キーボードに接続できる USB 機器は「ローパワーデバイス」のものに限 
られます。 

メ|モ1ハイパワーデバイス、口ーパワーデバイス 

ハイパワーデバイス：接続先に 500 mA 以下の電源を要求する USB 機器。 
ローパワーデバイス：接続先に1⑻ mA 以下の電源を要求する USB 機器。 

• USB の仕様では、 USB 機器は最大5段まで縦列接続が可能ですが、実際 
のシステム運用上では2段までの縦列接続で使用してください。 

• USB キーボードのハブに USB 2.0 機器を接続すると、 USB 転送速度が 
最大 12 Mbps に制限されます。 


1 iii 本体の構成各部 


キーボード 
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© PS /2109 キーボード、 USB 109 キーボード 


Lock ランフ 


キーボード上には、文字を入力するキーの他に、ソフトウヱアの操作に使 
う特殊なキーがあります。これらのキーの機能は使用するソフトウエア 
によって異なります。 

尚 Scroll Lock ランプ 
IaI Caps Lock ランプ 


※: USB 109 キーボードは、デザインに若干の違いがあります。 


lEsc ) :エスケープキー 
I FI | —[ F 12] :ファンクションキー 
闕 :プリントスクリーンキー 

g :スクロールロックキー 
pi :ポ ーズ/ブレークキー 
_ : 半角/全角/漢字 キー 

l Tab ^,| : タブ キー 

Pit ) :キャップスロック/英数キー 
I 合 Shift| :シフトキー 
I Ct r I I :コントロー ルキー 

( S ) : Windows キー 

| g | :アプリケーションキー 

[A I t j :オルトキー 
|無変換| :無変換キー 


:スペースキー 


丨変換 I :変換キー 

11111 :カタカナひらがな/ローマ字キー 
:ヱンターキー 
Ispacej :バックスぺースキー 
IInsertj :イン'—トキ' — 

I Delete | :デリ - -トキ'- 

|Home| : ホ 1 一 厶キ'一 
I End ] :エンドキー 
(^1 :ページアップキー 
@ :ページダウンキー 

[ ti [ T ] rT | rri :カーソル移動キー 
ISI :ニューメリックロックキー 


-メリックロックキー 


キーボード 




















◎テンキー付き PS/2 小型キーボード 
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(3 Num Lock ランフ- 
(n] Scroll Lock ランプ- 
IaI Caps Lock ランプ ' 


鬥 :エスケープキー 

〜:ファンクションキー 
_ :プリント スクリーンキー 

[ g ] :スクロールロックキー 
[ s ] :ポーズ/ブレークキー 
g ] : 半角/全角/漢字 キー 
h j : タブ キー 

c ^ sL0Ck :キャップスロック/ 英数 キー 
(T I :シフトキー 
巴" ] :コント ロール キー 
[^)| : Windows キー 
Q :アプリケーションキー 
p ^~| :オルトキー 

n :無変換 キー 


:スペースキー 
:変換 キー 

ill :カタカナひらがな/ローマ字キー 
E ^ r :エンターキー 
jlpacel :バックスぺースキー 

:インサートキー 

be/etej :デリ'ートキ'一 
〇 :ホームキー 
_ :エンドキー 

E ) :ページアップキー 
m :ページダウンキー 


I ▲ |丨 1 1 丨:カーソル 移動キ- 
1^| :ニューメリックロックキー 

■] :エフェヌキー 


キーボード 
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◎指紋センサ機能付き USB 109キーボード 


Num Lock ランプ fi 
Scroll Lock ランプ囟 
Caps Lock ランプ®. 
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テンキー指紋センサ 


@ 

回- 

[Print 1 
Screen 
UysfiqJ 

國 


I 運字 

[W 

Caps Lock \ 

m I 

f Shift 1 

lo 

0 


:エスケープキー 
[ fI 2] :ファンクションキー 
プリ ントスクリーンキー 
スクロールロックキー 
ポーズ/ブレークキー 
半角/全角/漢字 キー 
タブ キー 

キャップスロック/英数キー 
シフトキー 
コントロー ルキー 

Windows キー 



アプリケーションキー 
オルトキー 
無変換キー 


|:スペースキー 

変換 ] 

変換 キー 

»タカナ 1 

0611 fa 

.J 

カタカナひらがな/ローマ字キー 

Enter 
~ 1 

エンターキー 

Sac/c 

バックスぺースキー 

7nse/tJ 

インサートキー 

De/etel 

デリートキー 

Homej 

ホームキー 

3 

エ ン ド キー 

¥] 

ページアップキー 

si 

ページ ダウン キー 


[~ t~|l I |1 一 ! [*-] :カーソル移動キー 
[si :ニューメリックロックキー 


参照/ 指紋センサのご利用方法-►『指紋センサ（ライン型） ユーザー ズガイド』 
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キーボード 

































◎特殊なキーの使い方 


キー 操作 

説 明 

【 Shift】 + 【Caps Lock 】 

—度押すと Caps Lock ランプが点 
灯し、アルフアベットを入力すると大 
文字が入力されます。 

もう一度押すと Caps Lock ランプ 
が消灯し、アルフアベットを入力する 
と小文字が入力されます。 

【半角/全角/漢字】 

一度押すと日本語入カシステムが才 
ンになり、日本語が入力できるよう 
になります。 

もう一度押すと日本語入カシステム 
がオフになり、日本語が入力できな 

[Alt] + 

くなります。 

【カタカナひらがな/□—マ字】 

日本語入カシステムがオンになって 
いるとき、一度押すとかな入カモー 
ドになり、キー上面のかな文字で日 
本語を入力できるようになります。 
もう一度押すとローマ字入カモード 
になり、キー上面のアルフアベットの 
組み合わせで日本語を入力できる 

[Num Lock 】 

ようになります。 


—度押すと Num Lock ランプが点 
灯し、テンキーの数字が入力できる 
ようになります。もう一度押すと 
Num Lock ランプが消灯し、テンキー 
の記号を入力したり、キーに刻印さ 
れている機能を使用することができ 

[Scroll Lock 】 

るようになります。 


一度押すと Scroll Lock ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯します。 
アプリケーションによって機能が異 
なります。 


本体の構成各部 


キーボード 
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キー 操作 

説 明 

【Caps Lock 】 

日本語入カシステムがオンになって 
いるとき、一度押すと英数字が入力 
されるようになります。 

【カタカナひらがな/口ーマ字】 

日本語入カシステムがオンになって 
いて英数字が入力されるモードになっ 
ているとき、一度押すとひらがなや 
カタカナを入力できるようになります。 

[ Fn ] 

(テンキー付き PS /2 小型キーボードのみ） 

他のキーと組み合わせて機能を実 
行します。 


◎ホットキー機能 （【 Fn 】 の使い方）_ 

テンキー付き PS /2 小型キーボードをお使 t ゝの場合は、 【 Fn 】 と他のキーを 
組み合わせることで、設定をキー操作で簡単に調整することができます。 
これをホットキー機能といいます。 


キー 操作 

機 能 

説 明 

【 Fn 】 +【 t 】 

Page Up 

【 PgUp 】 の役割 

【 Fn 】 +【 i 】 

Page Dn 

【 PgDn 】 の役割 

【 Fn 】 +【H 

Home 

[ Home ] の役割 

【 Fn 】 +【— 】 

End 

【 End 】 の役割 


キーホードの設定 


Windows でキーボードをより使いやすく設定することができます。設定 
について詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 









賢マゥス 

ここでは、マウスの使用方法について説明します。 
参照/マウス-のヘルプ 


マウスについて 


本機には、 PS /2 マウス、または光センサー USB マウスが添付されていま 
す。 

♦ PS/2 ボールマウス 



♦ USB 光センサーマウス 


左ボタン 


マウスのクリックとは、マウスのボタンを押して離す操作です。特に指定 
がない場合は左ボタンを使います。 



マウス 
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チェック•ク_ 

USB 光センサーマウスは、マウス底面にある赤い光によって映し出され 
る陰影をセンサーで検知することで、マウスの動きを判断しています。次 
のような表面では正しく動作しない(操作どおりにマウスポインタが動 
かない)場合があります。 

• 反射しやすいもの(鏡など） 

-透明、半透明なもの（ビニールやガラスなど） 

• 光沢があるマウスパッドや机など 

• 網点の印刷物など、同じバターンが連続しているもの(雑誌や新聞の 
写真など） 

• 濃淡のはっきりした縞模様や柄のもの 


◎スクロールホイールの使い方 

PS /2 マウス の場合、 スクロールホイールを 上に押 し 続けたり 、手前へ引 
き 続けることで上下に スクロール します。 

USB 光 センサーマウスの 場合は、 スクロールホイールを 上方向に回転さ 
せたり、下方向へ回転させる ことで 上下に スクロール します。 

また、 スクロール ホイ ールをクリック したり、押し続けたときに スク 
ロール アイ コンが 表示されます。 その 場合は、三角 マークの 方向に マウ 
スを動かすと画面を上下に スクロールさせる ことができます。 スクロー 
ル ホイ ールを 再度 クリック したり、指を離すと スクロール アイ コンが'消 
えます。 

r O チェック•ク- . 

スクロールホイールはアプリケーションによっては使用できない場合 
があります。 

V_ J 
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マウス 



ディスプレイ 

本機に接続できるディスプレイの種類と、表示できる解像度と表示色に 
ついて説明しています。また、グラフィックアクセラレータの機能を 使つ 
て、複数のディスプレイを1つの画面として使用したり、同じ画面を表示 
する機能について説明しています。 


使用上の注意 


• 別売のディスプレイ PC - KM 174、 PC - KM 212 は使用できません。 

• リフレッシュレート （垂直走査周波数)の設定{直は セットァッ プが完了 
したときに、本体とディスプレイの組み合わせで最も適した{直に自動 
的に設定されます。通常ご使用になるときは設定を変更しないでくだ 
さい。機種によっては リフレッシュレート （垂直走査周波数)の設定を 
「画面の設定」で変更できる場合がありますが、ディスプレイがサボー 
卜 していない リフレッシュレートを 設定すると画面が乱れることがあ 
ります。 


画面表示の調整 


液晶 ディスプレイで、 文字が にじむときや 縦縞状の ノイズな どが あると 
きは、 液晶 ディスプレイの 調整が必要です。 ディスプレイに添付のマニュ 
アルを ご覧に なり、ディスプレイを 調整して ください。 


ディスプレイ 


解像度と表示色 


本機のグラフィック機能で表示できる解像度と表示色は、接続するディ 
スプレイによって異なります。詳しくは、次の表をご覧ください。 


" or チ. 

液晶デ 


.エック•ク- 


きディスプレイでは、サボートする最大解像度よりも、解像度を小さく 
設定した場合は、拡大表示となることがあります。拡大表示では、文字の 
線や太さが不均一になつたり、ぼやけた感じになることがあります。 


•1 5型液晶デイスプレイの場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 

周波数 

[ Hz ] 

LCD 52 VM-V 


65,536色 

1,677万色※ 

37.9 

60 

〇 

800 X 600 

46.9 

75 

〇 


53.7 

85 

X 


65,536色 

1，677万色※ 

48.4 

60 

〇 

1 ,024 X 768 

60.0 

75 

〇 


68.7 

85 

X 


65,536色 

1,677万色※ 

64.0 

60 

X 

1 ,280 X 1 ,024 

80.0 

75 

X 


91.1 

85 

X 


65,536色 

1，677万色※ 

75.0 

60 

X 

1 ,600 X 1 ,200 

93.8 

75 

X 


106.3 

85 

X 

1 ,680 X 1,050 

65,536色 

1,677万色※ 

65.3 

60 

X 


※：グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 LCD 52 VM - V では、ディザリ 
ング機能により、約1,619万色を実現しています。 
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ディスプレイ 




•17 型液晶デイスプレイの場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 
周波数 
[ Hz ] 

LCD 72 VM-V 


65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

37.9 

60 

〇 

800 X 600 

46.9 

75 

〇 


53.7 

85 

X 


65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

48.4 

60 

〇 

1 ,024 X 768 

60.0 

75 

〇 


68.7 

85 

X 


65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

64.0 

60 

〇 

1，280 XI ,024 

80.0 

75 

〇 


91.1 

85 

X 


65,536色 

1,677万色※ 

75.0 

60 

X 

1，600 XI ,200 

93.8 

75 

X 


106.3 

85 

X 

1 ,680 X 1,050 

65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

65.3 

60 

X 


※：グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 LCD 72 VM - V では、ディザリ 
ング機能により、約1，619万色を実現しています。 


本体の構成各部 


ディスプレイ 
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•19 型液晶デイスプレイの場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 

周波数 

[ Hz ] 

LCD 92 VM-V 

800 X 600 

65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

37.9 

60 

〇 

46.9 

75 

〇 

53.7 

85 

X 

1 ,024 X 768 

65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

48.4 

60 

〇 

60.0 

75 

〇 

68.7 

85 

X 

1 ,280 X 1,024 

65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

64.0 

60 

〇 

80.0 

75 

〇 

91.1 

85 

X 

1，600 XI ,200 

65,536色 

1 ，6フフ万色※ 

75.0 

60 

X 

93.8 

75 

X 

106.3 

85 

X 

1 ,680 X 1,050 

65,536色 

1,677万色* 

65.3 

60 

X 


※：グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 LCD 92 VM - V では、ディザリ 
ング機能により、約1，619万色を実現しています。 
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ディスプレイ 







鲁20.1型ワイド高精細 TFT ディスプレイ（デジタル/アナログ共用）の場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 

垂直走査 

周波数 

LCD 2070 WNX-V 


[ kHz ] 

[ Hz ] 

デジタル接続 

アナログ接続 


65,536色 

1,677万色※ 

37.9 

60 

〇 

〇 

800 X 600 

46.9 

75 

〇 

〇 


53.7 

85 

X 

X 


65,536色 

1,677万色※ 

48.4 

60 

〇 

〇 

1 ,024 X 768 

60.0 

75 

〇 

〇 


68.7 

85 

X 

X 


65,536色 

1,677万色※ 

64.0 

60 

〇 

〇 

1，280 XI ,024 

80.0 

75 

〇 

〇 


91.1 

85 

X 

X 


65,536色 

1,677万色 58 

75.0 

60 

X 

X 

1,600 XI ,200 

93.8 

75 

X 

X 


106.3 

85 

X 

X 

1，680 XI ,050 

65,536色 

1.677万色※ 

65.3 

60 

〇 

〇 


※：グラフイックアクセラレータの持つ最大発色数です。 LCD 2070 WNX - V では、デイ 
ザリング機能により、約1，619万色を実現しています。 


本体の構成各部 


ディスプレイ 
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•別売のディスプレイを使う場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 

周波数 

[ Hz ] 

デジタルディスプレイ 

アナ□グディスプレイ 


65,536 色 

1,677 万色 

37.9 

60 

〇※1 

〇※1 

800X600 

46.9 

75 

X 

〇※ 1 


53.7 

85 

X 

〇※ 1 


65,536 色 

1.677 万色 

48.4 

60 

〇※ 1 

〇※1 

1 , 024X768 

60.0 

75 

X 

〇※1 


68.7 

85 

X 

〇※ 1 


65,536 色 

1,677 万色 

64.0 

60 

〇※1 

〇※1 

1 , 280X1 ,024 

80.0 

75 

X 

〇※1 


91.1 

85 

X 

〇※1 


65,536 色 

1,677 万色 

75.0 

60 

〇※ 1 

〇※ 1 

1 , 600X1 ,200 

93.8 

75 

X 

〇※1 


106.3 

85 

X 

〇※1 

1 , 680X1,050 

65,536 色 

1,677 万色 

65.3 

60 

〇※1 

〇※ 1 


※じグラフィックアクセラレータのサボート する モー ド（解像度/表示色/垂直走査周 
波数)です。実際に表示できるモードは接続するデ ィス プレイにより異なります。 
また、液晶デ ィス プレイでは、 サポート する最大解像度よりも小さく設定した場合 
は拡大表示となることがあります。拡大表示では、文字の線や太さが不均一になっ 
たり、ぼやけた感じになることがあります。 

※之：デジタルデイスプレイは DVI - D ボードモデル 、 GeForce 7600 GT モデルのみ接続 
できます。 

也 

実際に表示で きるモー ドに ついて 詳しく は、お使いのディスプレイに 添 
付のマニュアルを ご覧ください。 
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ディスプレイ 






別売のディスプレイを使う 


本機には別売のディスプレイも接続することができます。別売のディス 
プレィを使用する場合は、「解像度と表示色」 ( p .44) を参考に、適合する 
ディスプレイを使用してください。 

お使いになるディスプレイのインターフェイスによって接続するコネ 
クタが異なります。それぞれのインターフヱイスに接続できるコネクタ 
は次の通りです。 

• アナログインターフェイスのディスプレイを接続する場合 

本体のアナログ RGB コネクタに接続してください。 

GeForce 7600 GT モデルの場合は、グラフィックアクセラレータポー 
ドのアナログ RGB コネクタに 接続す る必要が あります。 

•デジタルインターフ I イスのディスプレイを接続する場合 

DVI - D ボードモデル、または GeForce 7600 GT モデルの場合は、 DVI - 
D コネクタに接続してください。 

r O チェック•ク- 

本体が、ディスプレイに合わせて正しく設定されていないと、ディスプレ 

ィに何も表示されないことがあります。 

V_/ 

参照/アナログ RGB コネクタ、 DVI コネクタ-「本体背面」 ( p .17) 


DVI (Digital Visual Interface ) は、新しく作成された業界標準仕様のビデ 
才信号用インターフェイスです。 DVI-I ( Integrated ) は、デジタルビデオ信 
号とアナログビデオ信号を、同じコネクタ内に収容し、出力することがで 
きます。 DVI-D ( Digital ) は、デジタル信号のみ出力することができます。 
GeForce 7600 GT モデルでは、2台のディスプレイを本機に接続して表 
示を切り替えながら使うことができます。 

また、同じ画面を2台のディスプレイに表示したり、2台のディスプレイを 
使って、ひとつの画面として表示することができます。 

参照/.表示するディスプレイを切り替えて使う — r 表示するディスプレイの切り 
替え」 ( p .50) 

•同じ画面を2台のディスプレイに表示する—「クローンモード機能を使う」 
( P .51) 

•2 台のディスプレイをひとつの画面として表示する—「デュアルディスプレ 
イ機能を使う」 ( P .51) 


I B 毒 Qfi 


ディスプレイ 
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「適用」をクリック 


8 

Q 「NVIDIA Control Panel 」 ウインドウ右上の^^をクリック 

1〇 「コントロールパネル」ウィンドウ右上のをクリック 

チェック♦ク- . 

I ディスプレイモード切り替え後、再起動が必要になる場合があります 。 J 


これで、画面の出力先の切り替えは完了です。 


クローンモード機能を使う 


GeForce 7600 GT モデルの場合は、2台のデイスプレイを接続したとき 
に、同時に同じ画面を表示できるクローンモード機能が利用できます。2 
台のデイスプレイに同時に同じ画面を表示できるので、プレゼンテー 
ションをするときなどに便利です。 

「も ナエック.ク- . 

( 画面の解像度によっては、クローン表示にならない場合があります 。 J 


デュアルデイスプレイ機能を使う 


GeForce 7600 GT モデルの場合は、2台のディスプレイを接続して同時 
に使用できる、デュアルディスプレイ機能が利用できます。 

デュアルデイスプレイ機能には次のモードがあります。 


•1 つのディスプレイ . 1台のディスプレイに表示する 

•クローン . 2台のディスプレイに同じ内容を表示 

する 


• デュアルビュー （ DualView ) …2台のディスプレイをひと続きのデス 

クトップ画面として表示する 


本体の構成各部 


ディスプレイ 





◎デュアルディスプレイ機能利用上のご注意 


• 本機のデュアルディスプレイ機能は、次のディスプレイでご利用にな 
ることができます。異なる型香のディスプレイの組み合わせや、一覧に 
無いディスプレイの組み合わせの場合は、デュアルディスプレイ表示 
にならないことがあります。 

•15 型液晶ディスプレイ: LCD 52 VM-V 
•17 型液晶ディスプレイ: LCD 72 VM-V 
•19 型液晶ディスプレイ: LCD 92 VM-V 
•20.1 型ワイド高精細 TFT ディスプレイ 
(デジタル/アナログ共用）： LCD 2070 WNX-V 

• デュアルディスプレイ機能利用時（クローン）に、プライマリモニタと 
セカンダリモニタで個別の解像度•色数の設定はできません。 

• 動画の再生中やアプリケーション使用中に表示モードを変更しないで 
ください。いったん終了してから表示モードを変更してください。 

• デュアルディスプレイ機能利用時に、スリープ状態でディスプレイを 
取り外さないでください。スリーブからの復帰後に正常に表示されま 
せん。 

◎デュアルディスプレイ機能の使い方_ 

デュアルディスプレイ機能のモードの変更は、次の手順で行ってください。 

デュアルディスプレイ機能を使うには、本機の電源を入れる前に、あらか 

じめ本機にディスプレイを接続してください。 

1 「スタート」ボタン ー *•「コントロールパネル」をクリック 

2 「その他のオプション 」- 「NVIDIA Control Panel 」 をクリック 

3 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、「続行」ボ 
タンをク 1 ノック 

4 「表示」をクリック 

r O チェック•ク- . 

「アプリケーションの表示」ウィンドウが表示されたら、右上の_をク 
リックしてください。 
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ディスプレイ 


5 「ディスプレイ設定の変更」をクリック 

6 「1.使用する nView ディスプレイモードを選択します」の▼を 
クリックし、切り替えたいモードを選択する 

7 「適用」をクリック 

8 [NVIDIA Control Panel 」 ウィンドウ右上の^^をクリック 

9 「コントロールパネル」ウィンドウ右上のをクリック 

チェック.ク- . 

( ディスプレイモード切り替え後、再起動が必要になる場合があります 。I 

画面表示が切り替わって、選択したモードで表示されます。 


ディスプレイの省電力機能 


本機は 、 VESA (Video Electronics Standards Association ) で定義され 
ているディスプレイの省電カモード （ DPMS:Display Management 
System ) に対応しています。 

工場出荷時の設定は、マウスやキーボードからの入力がない状態が続く 
と、約60分でスリープ状態にするように設定されています。 

参照/ディスプレイの省電力機能— Windows のヘルプ 

Xi チェック•ク- 

-省電力機能に対応していないディスプレイでは、本機能は使用できま 
せん。ディスプレイに損傷を与える可能性がありますので、ご利用の 
前にディスプレイに添付の マニュアルを ご覧ください。 

• 「電源オプション」の「ディスプレイの電源を切る時間の設定」と「個人 
設定」の「スクリーンセーバー」タブの「スクリーンセーバー」の「待ち 
時間」に同じ時間を設定しないでください。 


本体の構成各部 


本機は、省エネルギーのため工場出荷時にスリーブ状態になるように設 
定してあります。 


ディスプレイ 



八ードディスク 

ハードディスクとは Windows やアプリケーションなどのソフトウェア 
や、作成したデータを磁気的に記録して、読み出すための装置です。 


使用上の注意 


ハードディスクは、非常に精密に作られていますので、次の点に注意して 

ください。 

• ハードディスクのデータを破損させる外的な要因には次のようなもの 
があります。 

-過度な振動 
• 高熱 
• 落雷 

• データの読み書き中（アクセスランプの点灯中）には、少しの衝撃が故 
障の原因になる場合があります。 

• ハードディスクが故障すると、記録されているデータが使用できなく 
なる場合があります。特に、自分で作成したデータは再セットアップし 
ても元には戻りません。重要なデータは CD - R などのハードディスク以 
外の媒体に、定期的にバックアップをとることをおすすめします。 

• 本機のハードディスクには、「ディスクの管理」でドライブ番号が割り 
当てられていな t 、領域が表示されている場合があります。この領域は 
再セットアップ時に必要になる「再セットアップ領域」や Always アッ 
プデートエージヱントを起動させるための領域ですので、「ディスクの 
管理」から削除などの操作を行わないでください。 

参照/ • ディスクの管理- •■ Windows のヘルプ 

• 「再セットアップ領域」の削除—『活用ガイド再セットアップ編』の 
「 PART 2 付録」 

• Always アップデートエージェントの削除-*■『活用ガイドソフトウェア 
編』の「アプリケーシヨンの概要と削除/追加」の 「 Always アップデート 
エージェント」 
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ハードディスク 


♦ミラーリング ( RAID 1) 機能 

2つのハードディスクに同じ内容のデータをリアルタイムで書き込み 
ます。常に同じデータを2つのハードディスクに保持することによって 
データを保護しますので、一方のハードディスクに故障があっても、他 
方のハードディスクで作業を継続することができます。 RAID モデルで 
ご利用になれます。ただし、ハードディスクパスワード機能は利用でき 
ません。 

参照/.「ハードディスク （RAID モデルの場合)」 （p.56) 

• rMate/Mate J 電子マニュアル」の 「「Intel Matrix Storage Console」 
について」 

♦ SMART 機能 

本機に標準装備されているハードディスクは、 S . M . A . R . T(Self Moni - 
toring , Analysis and Reporting Technology ) に対応しているため、 
ハードディスクの異常を監視し、ハードディスクの故障が予見された 
場合は警告を送出します。 

参照/ BIOS セットアップユーティリティについて-*' 

「PART4 システム設定」の 「BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
(p.138) 


ハードデイスクのメンテナンス 


本機には、ハードディスクの障害を検出したり、アクセス速度を保つため 
のメンテナンスソフトが組み込まれています。 

ハードディスクに障害や断片化があった場合、可能な範囲で修復するこ 
とができます。 

參照/ハードディスクのメンテナンスについて- 

『活用ガイドソフトウェア編』の「メンテナンスと管理」の「ハードディスク 
のメンテナンス」の「その他のメンテナンス」 


BI 本体の構成各部 


ハードディスク 
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八ードディスク 

( RAID モデルの場合) 


使用上の注意 


ハードデイスクを使用するにあたっての基本的な注意については、「ハ 
ドディスク」の「使用上の注意」 (P.54) をご覧ください。 


◎バックアップについて 


本機は、2つのハードディスクに常に同じデータを保持することによって 
データ保護を行いますが、システムファイル自体に問題がある場合は 
バックアップした他方のハードディスクからも Windows を立ち上げる 
ことができなくなります。そのため、重要なデータファイルについては、 
CD - R や DVD - R 、 またはサーバなどにバックアップを取ることをおすす 
めします。 

参照/バックアップについて— 

• 『活用ガイドソフトウエア編』の「メンテナンスと管理」 

• Windows のヘルプ 

◎スキップセクタについて 

スキップセクタにつ t 、ては、スキャンディスクやデフラグでフアイルを 
正常に戻した内容もバックアップされますので、 RAID を意識することな 
くご利用いただけます。 

◎ハードディスクパスワードについて 

RAID モデルでは、ハードディスクパスワード機能は利用できません。 


ハードディスク （ RAID モデルの場合) 




本機は、ミラーリング ( RAID 1) 機能によって、2台のハードディスクに同 
じ内容のデータをリアルタイムで書き込みます。そのため、片方のハード 
ディスクが故障しても、データはもう一方のハードディスクにも書き込 
まれるため、作業を継続して行うことができ、ハードディスク内の情報を 
安全に保存できます。 

r O チェック•ク- . 

-本機はミラーリング ( RAID 1) のみに対応しています。 

• RAID モデルでは 2 台のハードディスクでミラーリングを構成してい 
るため、エクスプローラなどからは1台のハードディスクとして認識 
されます。 

V _ ノ 

也 

RAID (Redundant Arrays of Independent ( Inexpensive ) Disks ノとは、 
ハードディスクなどの記憶装置を複数台組み合わせて同じ容量のデータ 
を安全に保存したり、読み書きの速度を高速化するための技術です。 
RAID には、以下の種類 ( RAID レベル）があります。 

• RAID 0(ストライビング） 

• RAID 1 ( ミラーリング） 

- RAID 0+1 ( RAID 10)( ミラー化ストライビング） 

- RAID 5(分散パリティ付ストライビング） 


本体の構成各部 


ハードディスク （ RAID モデルの場合) 
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Intel Matrix Storage Console について 


Intel Matrix Storage Console は RAID システム（以下、デイスクアレイ） 
を管理するユーティリティです。ディスクアレイの全ての操作ステータ 
スを監視できます。 

「Intel Matrix Storage Console」 につI、ては、 「Mate/Mate J 電子マニユ 
アル」の 「「Intel Matrix Storage Console」 について」をご覧ください。 

r O チェック•ク- . 

• Intel Matrix Storage Console は出荷時にインストールされてい 
ます。追加する必要はありません。 

• Intel Matrix Storage Console はディスクアレイ状態を監視する 
重要なソフトウェアです。削除してしまうとディスクアレイ状態に異 
常が発生したときに何も警告されないなど、アレイ状態を維持する上 
で必要な機能を利用できません。 


◎エラーメッセージが出た場合_ 

ハードディスクが故障したというエラーメッセージが出た場合は、でき 
るだけ早く新しいハードディスクと交換した後、ディスクアレイを再構 
築（リビルド）する必要があります。ハードディスクの交換およびディス 
クアレイの再構築については、ご購入元、または NEC にご相談ください。 
その場合、事前に Intel Matrix Storage Console で故障したハードディ 
スクのデバイスポート番号を確認しておいてください。 

ハードディスクのデバイスポート香号はご購入時には「0」と「2」がありま 
す。そのうちの「表示」メニューー►「詳細モード」—「ハードディスク名※」を 
クリックすることで表示される「情報」タブに表示がないものが、故障し 
たハードディスクのデバイスポート番号となります。 

※：お使いのハードディスクの型番が表示されます。. 

r O チェック.ク- . 

本機は Hot Swap (電源が入ったままハードディスクを交換）に対応し 
ていませんので、ハードディスクを交換する場合は、本体の電源をいった 
ん切り、電源ブラグをコンセントから抜く必要があります。電源を入れた 
ままハードディスクの交換を行うと、本機が故障したり、感電の原因にな 
りますので十分ご注意ください。 


参照/ NEC のお問い合わせ先-►『保証規定&修理に関するご案内』 
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ハードディスク （ RAID モデルの場合) 



フロッピーディスクドライブ 

コンピュータに入力したプログラムやデータは、フロッピーディスクに 
書き込んで保存することができます。 


使用上の注意 


• フォーマットしていないフロッピーディスクをマイコンピュータなど 
で選択すると、フロッピーディスクドライプのアクセスランプが点灯 
し続けたり、フォーマットしようとするとフォーマット開始までの時 
間が長くかかる場合があります。これは、フロッピーディスクの種類を 
判別しているためなので、処理が開始されるまでしばらくお待ちくだ 
さい。 

• フロッピーディスクを書き込み、または読み取り中は、アクセスランプ 
が点灯します。アクセスランプ点灯中は、絶対にフロッピーディスクを 
取り出さないでください。ドライブの故障やデータの不具合の原因と 
なります。 

• フロッピーディスクに飲み物等をこぼした場合は使用しないでくだ 
さい。 

• フロッピーディスクは、利用するときにだけフロッピーディスクドラ 
イプに入れてください。フロッピーディスクを長時間フロッピーディ 
スクドライブに入れたままで使用すると、ほこりによって読み書きエ 
ラーの原因になります。 

• 同じフロッピーディスクを連続して使用しないでください。連続使用 
によりフロッピーディスクに劣化が生じ、読み書きエラーの原因にな 
ります。 

◎フロッピーディスクドライブを制限する_ 

本機では、 BIOS セットアップユーティリティの I/O 制限でフロッピー 

ディスクドライブの有効/無効を設定して、使用を制限することができ 

ます。また、添付の DeviceProtector でも フロ ッピーディスクドライブの 

有効/無効を設定できます。 

参照/「セキュリティ機能/マネジメント機能」の「セキュリテイ機能」 （p.83) 


フロッピーディスクドライブ 


各部の名称と役割 


r O チェック.ク- . 

ディスクアクセスランプ点灯 中 は電源スイッチやディスクイジ I クト 
ボタンを押さないでください。故障の原因になります。 

V_ J 


ディスクアクセス ディスクイジェクト 

ランプ ボタン 


ディスクイジェクトボタン 

フロッピーディスクを出し入れするときに使います。 

ディスクアクセスランプ 

フロッピーディスクドライブが動作しているときに点灯します。 
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フロッピーディスクドライブ 


使用できるフロッピーディスクの種類 


フロツピーデイスクには 2DD、2HD の2種類の媒体があります。本機で読 
み書きまたはフォーマットできるフロッピーディスクは次の通りです。 


フロッピーデイ 
スクの種類 

容量 

Windows Vista 

読み書き 

フォーマット 

2 DD 

640 KB 

X 

X 

720 KB 

O 

X 

2 HD 

1 .2 M 日※ 1 

〇 

X 

1.44 MB 

〇 

〇 


※エ ：1.2 MB の媒体を利用する場合、3モード対応フロッピーディスクドライバのセッ 
トアップが必要です。セットアップ方法については、「アプリケーション CD - 
ROM 」 の 「 DRV 」 フォルダにある「 README 」 をご覧ください。 


参照/フロッピーディスクのフォーマット-* " Windows のヘルプ 

•1.2 MB は、 1.2MB(512 バイ ト/セクタ）と 1.25MB (1，024 バイ ト/セク 
夕)の2種類が あります。 1.25MB (1，024バィト/セクタ） は、 PC-9800 シ 
リーズでサポートしているモードです。 

• 未使用の フロッピー ディスクを フォーマッ トするには多少時間がかか 
ります。 


フロッピーディスクの内容の保護 


フロッピーディスクは 保存した データを 誤って'?肖してしまわないように 
する ために、ライトプロテクト （書き込み禁止)ができるようになってい 
ます。 ライトプロテクト されている フロッピーディスクは、データの 読み 
出しはできますが、 フォーマット や データの 書き込みはできません。重要 
な データの 入っている フロッピーディスクは、ライトプロテクト してお 
く習慣をつけましよう。 ライトプロテクト ノ ッ チを、図のように穴の開く 
方に スライ ドさせる と、 書き込み禁止になります。 



本体の構成各部 


フロッピーディスクドライブ 
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CD / DVD ドライブ 


使用上の注意 


• CD/DVD ドライブ内のレンズには触れないでください。指紋などの汚 
れによって、データが正しく読み取れなくなるおそれがあります。 

• アクセスランプの点灯中は、ディスクを絶対に取り出さないでくださ 
I、本機の故障の原因となります。 

• ディスクの信号面(文字などが印刷されていない面)に傷を付けないよ 
うに注意してください。 

• 特殊な形状のディスクや、ラベルが貼ってあるなど、重心バランスの悪 
いディスクを使用すると、ディスク使用時に異音や振動が発生する場 
合があります。このようなディスクは故障の原因となるため、使用しな 
いでください。 

• CD/DVD ドライプにディスクをセットすると、「自動再生」画面が表示 
される場合があります。その場合は、実行したい操作を選んでから 
「0K」 ボタンをクリックしてください。どの操作を選べばよいかわから 
ない場合は、ウィンドウの右上の@をクリックしてください。 

• 市販の 12cm ディスクへの変換アダプタを使用すると、 CD/DVD ドラ 
イブやディスクを破損することがありますので、使用しないでくださ 

い。 

• CD/DVD ディスクに飲み物などをこぼした場合は使用しないでくだ 
さい。 

◎ CD / DVD ドライブを制限する 


本機では、 BIOS セットアップユーティリティの I/O 制限で CD/DVD ドラ 
ィブの有効/無効を設定して、使用を制限することができます。 

また、添付の DeviceProtector で CD/DVD ドライブの読み込み以外の機 
能を制限することができます。 

参照/「セキュリティ機能/マネジメント機能」の「セキュリテイ機能」 （ p .83) 


CD/DVD ドライブ 


各部の名称と役割 


凶土 J 

ディスクトレイイジェクトボタンや非常時ディスク取り出し穴の位置や 
形状は、モデルによってイラストと多少異なる場合があります。 

チェック.ク- . 

ディスクアクセスランプ点灯中は電源スイッチやディスクトレイイ 

ジェクトボタンを押さないでください。故障の原因になります。 

V_ J 






_ ] 

[ _ ^ 




ディスクアクセスランプ ディスクトレイ 

イジェクトボタン 

非常時ディスク取り出し穴 

ディスクトレイイジェクトボタン 

トレイを出し入れするときに使います。 

ディスクアクセスランプ 

CD / DVD ドライブが動作しているときに点灯します。 

非常時ディスク取り出し穴 

CD / DVD ドライプのディスクトレイイジェクトボタンを押しても 
ディスクトレイが出てこなくなった場合に使用します。 


I IB 毒 i 双 i 


CD/DVD ドライブ 
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使用できるディスク 


お使いのモデルにより、内蔵の CD/DVD ドライブで使えるディスクは異 
なります。それぞれのモデルの CD/DVD ドライブで使用できるディスク 
については、『はじめにお読みください』の「9付録機能一覧」をご覧くだ 
さい。 


^ディスクの規格 

CD/DVD ディスクの規格には次のようなものがあります。 


規格 

概要 

CD-ROM 

ノ ':ソコンで見るためのデータが入っている CD です。 

CD-R 

データを書き込むことができる CD です。 CD - R はデータを一 

CD-RW 

度だけ書き込むことができます。 CD - RW はデータを繰り返し 
書き換えることができます。 

ビデオ CD 

MPEG 1という圧縮方式で記録された動画用の CD です。 

フオト CD 

写真を最大10◦枚まで記録できる追記型の CD です。 

音楽 CD 

一般の音楽 CD のことです。音楽 CD の一種で、音楽 CD にパソ 
コンで見ることができる文字や画像が言されてし、る 「CD Extra 」 
があります。 

DVD-ROM 

パソコンで見るためのデータが入っている DVD です。 CD - 
ROM の約7倍（片面一層の場合）のデータ容量があります。 

DVD-Video 

MPEG 2 という圧縮方式で記録された動画用の DVD です。 

DVD-R 

DVD+R 

データを書き込むことができる DVD です。 

DVD-RW 

DVD+RW 

データを繰り返し書き換えたり、追記できる DVD のことです。 

DVD-R DL 

片面二層の DVD - R です。片面一層の DVD - R の約2倍のデータ 
容量があります。 

DVD+R DL 

片面二層の DVD + R です。片面一層の DVD + R の約2倍のデー 
夕容量があります。 

DVD-RAM 

データを繰り返し書き換えたり、追記できる DVD のことです。力一 
トリッジに入ったディスクや、晒に記録できるディスクもあります。 
両面タイプのディスクでは、約 9.4 G 巳のデータを記録できます。 
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CD/DVD ドライブ 



◎ DVD - R 、 DVD - RAM ディスク利用時の注意 


DVD-R および DVD-RAM ディスクには、著作権法の定めにより私的録 
画補償金およびコピープロテクション (CPRM : Copy Protection for 
Recordable Media) が含まれたディスク (for Video) と含まれないディ 
スク （for Data) がありますので、ご購入の際にはご注意ください。 
DVD-RAM には、カートリツジなしのディスクと、 TYPE1 (ディスク取 
り出し不可)、 TYPE2( ディスク取り出し可能）、 TYPE4( ディスク取り 
出し可能)の4種類があります。本機の CD/DVD ドライブでは、カート 
リツジなし、またはカートリツジからディスクを取り出せるタイプ 
(TYPE2、TYPE4) のみご利用になることができます。ご購入の際には、 
ご注意ください。 

片面 2.6GB の DVD-RAM および、両面 5.2GB の DVD-RAM は、読み込み 
のみ可(書き込み、フォーマツト不可)。カートリツジから取り出せない 
タイプの DVD-RAM ディスクは使用できません。 

両面 9.4GB の DVD-RAM ディスクは面ごとに 4.7GB の記録/再生が可 
能です。同時に両面への記録/再生はできません。ディスクを取り出し 
て、裏返して使用してください。 


麵 本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 
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み込みと再生 


本機の CD/DVD ドライプで、読み込みや再生ができるディスク について 
は、『はじめにお読みください』の「9付録機能一覧」をご覧ください。 

また、 CD-R/RW with DVD-ROM モデルおよび DVD ス ーパーマ ルチモ 
デルには DVD-Video 再生のアプリケーションとして 「WinDVD for 
NEC」 が添付されています。 

r O チェック•ク- . 

- WinDVD for NEC は工場出荷時にはインストールされていません。 

• WinDVD for NEC で、 DVD ディスクやビデオ CD を再生する場合、再 
生するディスクの種類によっては、コマ落ちが発生することがありま 
す。 

- WinDVD for NEC では音楽 CD の再生はできません。 

V_ノ 


参照 /『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「WinDVD for NEC 」 


◎ディスク再生時の注意_ 

本機で CD や DVD の読み込みや再生を行うときは、次のことに注意して 

ください。 

• 本機で記録した CD や DVD を他の機器で使用する場合、 フォーマット 
形式や装置の種類などにより使用できな t ゝ場合があります。 

-他の機器で記録した CD や DVD は、ディスク、ドライプ、記録方式など 
の状況により、本機では記録再生性能を保証できない場合があります。 

• コピーコントロール CD などの一部の音楽 CD は、現在の Compact 
Disc の規格外の音楽 CD です。規格外の音楽 CD の再生はできないこと 
があります。 

• 本機で音楽 CD を使用する場合、ディスクレーベル面に Compact Disc 
の規格準拠を示す [HI マークの入ったディスクを使用してください。 

• CD (Compact Disc) 規格外ディスクを使用すると、正常に再生ができ 
なかったり、音質が低下したりすることがあります。 

• CD TEXT のテキストデータ部は、読み出せません。 

• 本機では、日本国内向け（リージョン 2) および地域制限なし（リージョ 
ン0(ゼロ））以外のリージョンコードの DVD は再生できません。 
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CD/DVD ドライブ 


DVD-Video ディスクを再生する場合、次のことに注意してください。 
- DVD-Video ディスクの再生画面の上に他のウィンドウを重ねると、 
コマ落ちや音飛びが発生したり、再生画面にゴミが残る場合があり 
ます。 DVD-Video ディスクの再生中は、再生画面の上に他のウィンド 
ウを重ねないでください。 

- DVD-Video ディスクの再生時に画面がちらつく場合があります。ま 
た、再生する DVD-Video ディスクの種類によっては、コマ落ちが発生 
する場合があります。 

本機で再生できる CD 、または DVD のデ イス クサイズは8センチと12セ 
ンチです。 


DVD スーパー マルチ ドライプまたは CD-R/RW with DVD-ROM ドライ 
プで、 CD や DVD への書き込み、書き換え、および フォーマット をするに 
は、 「Easy Media Creator 9」が必要です。 

参照/ 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「Easy Media Creator 9」 

CD/DVD への書き込みは Windows Vista の機能でも行うことができま 
す。選択可能な各フォーマットの説明については Windows のヘルプをご 
覧ください。 

◎ご注意_ 

• 書き込みに失敗した CD-R、DVD-R、DVD+R、DVD-R DL.DVD+RDL 

ディスクは再生できなくなります。書き損じによるディスクの補償は 
できませんのでご注意ください。 

• データの 書き込みを行った後に、 データが 正しく書き込まれているか 
確認してください。 

-作成したメディアのフォーマット形式や装置の種類などにより、他の 
CD/DVD ドライブでは使用できない場合がありますのでご注意くだ 
さい。 


書き込みとフォーマット 


本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 


お客様がオリ ジナルの CD - ROM 、 音楽 CD 、 ビデオ CD 、 および DVD - 
Video などの複製や改変を行う場合、著作権を保有していなかったり、 
著作権者から複製•改変の許諾を得ていない場合は、著作権法または利 
用許諾条件に違反することがあります。複製などの際は、オリ ジナルの 
CD-ROM などの利用許諾条件や複製などに関する注意事項に従って 
ください。 

コピーコントロール CD などの一部の音楽 CD は、現在の Compact Disc 
の規格外の音楽 CD です。規格外の音楽 CD については、音楽の再生や音 
楽 CD の作成ができないことがあります。 


非常時のデイスクの取り出し方 


停電やソフトウヱアの異常動作などにより、ディスクトレイイジヱクト 
ボタンを押してもディスクトレイが出てこない場合は、非常時ディスク 
取り出し穴に太さ 1.3 mm 程の針金を押し込むと、トレイを手動で引き出 
すことができます。針金は太めのペーパークリップなどを引き伸ばして 
代用できます。 

r O チェック.ク- 、 

• 強制的にディスクを取り出す場合は、本体の電源が切れていることを 
確認してから行ってください。 

- CD / DVD ドライブのイジエクトボタンを押してもディスクトレイが 
出てこないといった非常時以外は、非常時ディスク取り出し穴を使っ 
て取り出さないようにしてください。 

V_ J 
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CD/DVD ドライブ 



Windows の「音量ミキサ」で音量を調節することができます。 

1 画面右下の通知領域の d (音量）をクリック 

2 表示されたウインドウから「ミキサ」をクリック 

「音量ミキサ」が表示されます。 

3 調節したいデバイスやアプリケーションのスライダで音量を 
調節する 

参照/ 音量ミキサについて- ►Windows のヘルプ 
◎録音音量の調節 

本機で録音音量を調節する場合は次の手順で行ってください。 

1 マイクなどの録音機器を接続する 

2 画面右下の通知領域の 0]「Realtek HD 才ーディオマネー 
ジャ」をダブルクリック 

「 Realtek HD オーディオマネージャ」が表示されます。 

3 使用する録音デバイスのタブをクリック 

jO チェック.ク- 

録音デバイスが複数ある場合は、使用する録音デバイスのタブをクリッ 
クし、 「Set Default Device」 ボタンをクリックしてください。 

V_ _ _ J 

4 「録音ボリューム」欄の右側のスライダで録音音量を調節する 



サウンド機能 


本機には音声を録音、再生するためのサウンド機能が内蔵されています。 
音声は外部のオーディオ機器などから再生することができます。 


音量の調節 


◎音量ミキサを使う 


11 itti 毒 i 双 i 


サウンド機能 
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「0 K 」 ボタンをクリック 


マイクの設定 


◎「 RealtekHD オーディオマネージャ」で設定する_ 

「RealtekHD オーディオマネージャ」でマイクの設定を行うことができ 
ます。マイクの設定では、マイクでの録音時のノイズ抑制やエコーの軽 
減、ビームフォーミング機能の設定などが行えます。マイクの設定は、次 
の手順で行ってください。 

1 画面右下の通知領域の 3 ( Realtek HD オーディオマネー 
ジャ）をダブルクリック 

「RealtekHD オーディオマネージャ」が表示されます。 

2 「マイク」タブをクリック 

3 設定する機能にチ I ックを付ける 

設定できる機能には、次のものがあります。 

• 「ノイズ抑制」 

録音時のノイズ抑制を行います。 

• 「音響 エコーキャンセル」 

録音時にスピーカが引き起こすエコーを軽減します。 

-「ビームフォーミング(指向性録音)」 

ステレオマイク使用時に、マイクを向けていない方向からの雑 
音を軽減します。この項目を選択すると「マイクロホンの校正」 
ウィンドウが表示されるので、画面に従って調整を行ってくだ 
さい。 

4 設定が完了したら 「 ok 」 ボタンをクリック 

これでマイクの設定は完了です。 
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サウンド機能 



LAN (口ーカルエリアネットワーク） 

LAN (口ーカルエリアネットワーク）に接続することにより、離れた所に 
あるコンピュータ同士で、データやプログラムなどを共有したり、メッ 
セージを送受信することができます。 


LAN への接続 


本機には、以下の LAN 機能が搭載されています。 



1000 BASE-T/ 100BASE-TX 

100BASE-TX 


/10BASE-T 

(ギガビットイーサネット対応） 

/10BASE-T 

タイプ MM 

◎ 


(ミニタワー型） 



〇:標準装備 


也 

1000 BASE-T または 100BASE-TX は、従来の Ethernet(lOBASE-T) の環 
境にも接続できます。従来のネットワーク構成を変更せずに既存のハプ 
や LAN ケープルを変更するだけで、高速化がはかれます。本機は、どちら 
の環境にも接続することができます。 

◎ LAN の設置 

初めてネットワークシステムを設置するためには、配線工事などの技術 
が必要ですので、ご購入元または当社指定のサービス窓口にお問い合わ 
せください。また、本機に接続するケーブル類やノヽブなどは、弊社製品を 
使用してくださ L ゝ。他社製品を使用し、システムに異常が発生した場合の 
責任は負I、かねますので、ご了承ください。 


LAN (ローカルエリア ネッ トワーク） 


◎接続方法_ 

本機をネットワークに接続するには、別売の LAN ケープルが必要です。 
LAN ケープルは、 10BASE-T で接続するにはカテゴリ3以上、 100BASE-TX 
で接続するにはカテゴリ5以上、1000 BASE-T で接続するにはエンハンス 
ドカテゴリ5以上の LAN ケープルを使用してください。 

また、ネットワーク側のコネクタに空きがない場合、ハブやスイッチでコ 
ネクタを増やす必要があります。 

LAN ケープルの接続方法については『はじめにお読みください』をご覧く 
ださい。 

r O チェック•ク- . 

• 本機を稼働中の LAN に接続するには、システム管理者またはネット 
ワーク管理者の指示に従って、 LAN ケーブルの接続を行ってくださ 

い0 

• 搭載されている LAN ボードは、接続先の機器との通信速度 
(1000Mbps/100Mbps/10Mbps) を自動検出して最適な通信モー 
ドで接続するオー トネゴシエーション機能をサポートしています。な 
お、セットアップが完了したときに、オートネゴシエーション機能は 
有効に設定されています。接続先の機器がオートネゴシエーション機 
能をサポートしていない場合は、「ネットワークのプロパティ」で通信 
モードを接続先の機器の設定に合わせるか、接続先の機器の通信モー 
ドを半二重 (Half Duplex) に設定してください。 


ネットワーク側の接続や設定に ついては、 接続するネットワーク側の機 
器の マニュアルを ご覧ください。 
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LAN (口ーカルエリアネットワーク） 




LAN に接続して本機を使用するときは、次の点に注意してください。 

• システム運用中は、ハプから LAN ケープルを外さないでください。ネッ 
トワークが切断されます。ネットワーク接続中に LAN ケープルが外れ 
たときは、すぐに接続することで復旧し、使用できる場合もあります 
が、使用できない場合は、 Windows を再起動してください。 

•スリーブ状態または休止状態では、ネットワーク機能がいったん停止 
しますので、ネットワークでの通信中にはスリープ状態または休止状 
態にしないでください。 

•ネットワークを使用するアプリケーションを使う場合には、あらかじ 
めお使いのアプリケーションについてシステム管理者に確認のうえ、 
スリーブ状態または休止状態を使用してください。使用するアプリ 
ケーションによっては、スリープ状態または休止状態から復帰した際 
にデータが失われることがあります。 

• 1000 BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T システムの保守については、 
ご購入元または当社指定のサービス窓口にお問い合わせください。 

◎ユニバーサル管理アドレスについて 

ュニ バーサル 管理 アドレス は、 IEEE (米国電気電子技術者協会) で 管理さ 

れているアドレスで、主に他のネットワークに接続するときなどに使用 

します。次のコマンドを入力することで、内蔵 LAN のュニバーサル管理ア 

ドレスを確認することができます。 

コマンドプロンプトで次のコマンドを入力し、 【 Enter 】 を押してくださ 

い。 

net conng workstation 

(アダプタがアクテイプな場合、「アクテイプなネットワーク（ワークス 

テーション）」という項目の （） 内に表示されます。） 

ipconfig /all 

(アダプタごとに「物理アドレス」として表示されます。） 


I IB 毒 i 砠 i 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
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LAN の設定 


ここでは、 LAN に接続するために必要なネットワークのセットアップ方 
法を簡単に説明します。 

参照/ 必要な構成要素の詳細について 

- ►Windows Vista のヘルプの中にあるネットワーク関連の項目 

◎ネットワークソフトウェアのセットアップ 

チェック•ク- . 

I工場出荷時は、ネットワークプロトコル (TCP/IP) が設定され ています。^) 


1 「スタート」ボタン—「ネットワーク」をクリック 

2 メニューパーの「ネットワークと共有センター」をクリック 

3 「タスク」欄にある「ネットワーク接続の管理」をクリック 

4 「口ーカルエリア接続」をダブルクリック 

5 「ユーザーアカウント制御」が表示された場合は「続行」ボタンを 
クリック 

6 「ネットワーク」タブで必要な構成要素の設定をする 

必要な構成要素がわからない場合は、システム管理者またはネットワー 
ク管理者に相談してください。 

7 「 ok 」 ボタンをクリック 

以上でネットワーク接続のセットアップは完了です。 

続いて、コンピュータ名などの設定を行います。 
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LAN (口ーカルエリアネットワーク） 


接続するネットワークに関する設定と、ネットワークで表示されるコン 
ピュータ名を設定します。 

1 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリック 

2 「システムとメンテナンス」をクリックし、「システム」をクリック 

3 「タスク」欄の「システムの詳細設定」をクリック 

4 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は「続行」ボタ 
ンをクリック 

5 「コンピュータ名」タブをクリックし、 r 変更」ボタンをクリック 

6 「コンピュータ名」、「ワークグループ」または「ドメイン」に必要 
な情報を入力する 

入力する情報がわからない場合は、システム管理者またはネットワーク 
管理者に相談してください。 

7 「 ok 」 ボタンをクリック 

確認のメッセージが表示されます。 

S 「0 K 」 ボタンをクリック 
9 「閉じる」ポタンをクリック 

10 再起動を促すメッセージが表示された場合は、「今すぐ再起動 
する」ボタンをクリック 

本機が再起動します。 

これで LAN の設定は完了です。 


◎接続するネットワークとコンピュータ名の設定 


本体の構成各部 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
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リモートパワーオン機能 (Remote Power On 機能)の設定 


本機の LAN によるリモートパワーオン機能は次の通りです。 

• 電源が切れている状態から電源を入れる 
•スリープ状態や休止状態からの復帰 

本体および LAN ボードがリモートパワーオン機能に対応しているパソ 
コンでは、本体の電源が切れているときも、リモートパワーオン用の専用 
コントローラは通電されています。管理パソコンは ESMPRO/Client 
Manager などからのリモートパワーオンのコマンド指示により、パワー 
オンを指示する特殊なパケット （Magic Packet) を離れたところにある 
パソコンに送信します。そのパケットを離れたところにあるパソコン（本 
機)の専用コントローラが受信すると、専用コントローラはパワーオン動 
作を開始します。これにより離れたところにある管理パソコンから、 LAN 
接続された本機の電源を入れることができます。リモートパワーオン機 
能を利用するためには、管理パソコンに Magic Packet を送信するための 
ソフトウエア （ESMPRO/Client Manager など）のインストールが必要 
です。また本機の BIOS 設定が必要になります。 

r O チェック. ク - . 

前回のシステム終了 (電源を切る、スリープ状態にする 、休止 状態にする） 

が正常に行われなかった場合、リモートパワーオンを行うことはできま 
せん。一度電源スイッチを押して Windows を起動させ、再度、正常な方 
法でシステム終了を行ってください。 

\ _ノ 


◎電源の切れている状態からリモートパワーオン機能を利用するための設定 

電源が切れている状態からのリモートパワーオン機能を利用するには、 
次の設定を行ってください。 

1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら 【 F 2 】 を 

数回押す 

BIOS セットアップユーティリティが表示されます。 

参照/ BIOS セットアップユーティリティについて- -「PART4 システム設定」の 
「BIOS セットアップユーティリティについて」 （p.138) 
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LAN (口ーカルエリアネットワーク） 


2 「 Advanced 」 メニューの 「Power Management Setup 」 の 
「Resume On LAN 」 を 「 Enabled 」 に設定する 

3 【 FI 0】を押す 

「Save configuration changes and exit setup ?」 と表 7 K されます。 

4 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定値が保存され、 BIOS セットアップユーティリティが終了しま 
す。 

チェック•ク- 

I 必要に応じて、起動時のパスワードの設定も行ってください。 ) 

参照/ 起動時のパスワードの設定— 

r PART 4 システム設定」の「設定項目一覧」の IT Security 」 メニュー」 ( p .1 51 ) 

これで設定は完了です。 

◎スリープ状態または休止状態からリモートパワーオン機能を利用する 
ための設定 


JO チェック•ク- 

-前回のシステム終了が正常に行われなかった場合、リモートパワーオ 
ン機能を使用して電源を入れることはできません。一度電源スイッチ 
を押して本機を起動し、もう一度正し I 〜方法で電源を切ってください。 

• 以下の設定を行う場合は、コンピュータの管理者権限 
( Administrator 権限）を持つユーザーアカウントで本機にログオン 
してください。 

V_ y 

1 「デバイスマネージャ」を開き、「ネットワークアダプタ」をダブ 
ルクリック 

参照 /「デバイスマネージャ」の開き方 — r デバイスマネージャの開き方」 （ p .6) 

2 表示されている有線 LAN アダプタを選択し、ダブルクリック 
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3 「電源の管理」タブをクリック 

4 次の3つの項目にチ I ックを付ける 

-「電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フにできるようにする」 

-「このデバイスで、コンピュータのスリープ状態を解除できるよ 
うにする」 

• 「管理ステーションでのみ、コンピュータのスリーブ状態を解除 
できるようにする」 

5 「 ok 」 ボタンをクリック 

これで設定は完了です。 


ネットワークブート機能 ( PXE 搭載) 


管理者ノ《ソコンと接続し、次の操作を行うことができます。 

• 0 S インストール 

• BIOS フラッシュ （BIOS ROM の書き換え） 

• BIOS 設定変更 

厂〇チェック.ク_ 

ネットワークブートを使用するには、別途 PXE に準拠した運用管理ソフ 
トウェアが必要です。 


也 

上記の作業を行う際に、ネットワークからの起動が必要になった場合は、 
本機起動時に 「 NEC 」 ロゴの画面で 【 F 12】 を数回押すことでネットワーク 
プートが可能になります。 

厂〇チェック.ク- . 

【 F 12】 を押しても、ネットワークブートができないことがあります。この 
場合は、 【 F 12】 を押す間隔を変えてください。 
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LAN (口ーカルエリアネットワーク） 




USB コネクタ 

USB 対応機器は、一般の周辺機器と異なり、本機の電源を入れた状態のま 
ま、接続したり取り外すことができます。 


使用上の注意 


USB 2.0 の転送速度を出すには USB 2.0 対応の機器を接続する必要があ 
ります。また、 USB 2.0 の機器を USB 1.1 規格のハプで利用した場合は 
USB 1.1 の転送速度に制限されます。 

印刷中にプリンタが停止し、「印刷キュー」に印刷中のドキュメントが 
残っている場合は、全てのドキュメントを一度キャンセルし、プリンタ 
に接続している USB ケープルを抜き差ししてから再度印刷してくだ 
さい。 

なお、印刷中ドキュメントのキャンセルには時間がかかる場合があり 
ます。 

USB 機器の抜き差しを行うときは、3秒以上の間隔をおいて行ってく 
ださい。 

USB コネクタにプラグをすばやく抜き差ししたり斜めに差したりす 
ると、信号が読み取れずに不明なデバイスとして認識されることがあ 
ります。その場合はプラグを USB コネクタから抜いて、正しく接続し直 
してください。 

初めて USB 機器を接続したときに、画面に何も表示されない場合は、 
USB コネクタにブラグを正しく差し込めていない可能性があります。 
いったんプラグを抜き、再度差し込んでみてください。 

スリーブ状態中、スリープ状態へ移行中、スリープ状態から復帰中、休 
止状態中、休止状態へ移行中、休止状態から復帰中のときは、 USB 機器 
を抜き差ししないでください。 

USB 機器を接続した状態では、スリープ状態に移行できない場合があ 
ります。スリーブ状態に移行する前に USB 機器を外してください。 
外付け USB ハプ経由で USB 機器を使用する場合は、 USB ハブを本機に 
接続してから USB 機器を接続するようにしてください。 USB ハプに 
USB 機器を接続した状態で USB ハブを本機に接続すると、 USB 機器が 
正常に認識されないことがあります。 

USB 機器の有無にかかわらず「デバイスマネージャ」ウインドウにあ 
る 「 USB(Universal Serial Bus ) コントローラ」は削除、無効にしない 
でください。 


USB コネクタ 


• USB ポートの電源供給能力は、 1 ポートあたり動作時は最大 500 mA 、 
スリープ時は数十 mA 程度です。これ以上の電流を消費するバスパワー 
ドの USB 機器は電源の寿命を低下させるおそれがありますので接続 
しないでください。 

• 本機での USB 機器の動作確認情報については、各機器に添付のマニユ 
アルをご覧いただくか、各機器の発売元にお問い合わせください。な 
お、 NEC 製の USB 機器の情報は、 NEC ビジネス PC / Express 5800情報 
発信サイト 「NEC 8番街」 ( http :// nec 8. com ) の「ビジネス PC 製品検索」 
でご確認ください。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧モデル検索(最新麵も含む)」にある 「 PC 本体型鎌索」をクリック 
• 接続する機器によっては、接続ケープルが必要な場合があります。 

◎ USB 機器を制限する 


本機では、 BIOS セットアップユーティリティの I / O 制限で USB コネクタ 
の有効/無効を設定し、 USB 機器の使用を制限することができます。 
また、添付の DeviceProtector で、 USB 機器の使用を接続する USB 機器単 
位で制限することができます。 

参照/ 「セキュリティ機能/マネジメント機能」の「セキュリティ機能」 ( p .83) 


接続する前に 


機器によっては、接続する前や接続した後にドライバのインストールや、 
スイッチなどの設定が必要な場合があります。接続する USB 機器のマ 
ニュアルをご覧になり、ドライバなどのインストールに必要な CD-ROM 
やフロッピーディスクが添付されていれば用意してください。 

也 

• 接続してすぐ使うことができる USB 機器がありますが、そのままでは 
いくつかの機能が制限される可能性があります。必ず添付のマニュァ 
ルをよく読んでからお使いください。 

• USB 機器は、本機の電源を入れたままの状態でも接続できます。接続前 
に電源を切る必要はありません。 
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USB コネクタ 



USB 機器の取り付け 


7 USB コネクタ（ぐ）にプラグを差し込む 

USB コネクタは、どのコネクタに接続してもかまいません。プラグ 
の向きに注意して、止まるまで軽く押し込んでください。 

接続した USB 機器が正しく本機に認識されたかどうかを確認してくださ 
I \確認する方法は、機器の種類によって異なります。機器によっては、接 
続後さらに別の設定作業が必要になる場合があります。詳しくは、各 USB 
機器に添付のマニュアルなどをご覧ください。 


USB 機器の取り外し 


USB 機器によっては、機器を接続すると画面右下の通知領域に 1 H が表示 
されます。このような機器の取り外しは、0をダブルクリックして表示さ 
れる「ハードウヱアの安全な取り外し」ウインドウで行います。正しく取 
り外しを行わないと、本機が正常に動作しなくなることがありますので、 
「 PART 2 周辺機器を接続する前に」の「周辺機器の取り外しと再接続」 
(P.95) をご覧になり、正しい手順で取り外しを行ってください。 


本体の構成各部 


USB コネクタ 
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セキユリテイ機能/マネジメント機能 

本機は、システム管理者が効率よく本機を運用するための機能を備えて 
います。 


セキュリティ機能/マネジメント機能について 


システム管理者の効率のよい運用のため、本機には次のセキュリティ機 
能やマネジメント機能があります。 

• スーパバイザパスワード/ユーザパスワード 
• ハードディスクパスワード機能 

• I / O 制限 

• 指紋認証機能※1 

• FeliCa ポート※2 
. 筐体ロック 

• ケーブルストッパ 

• DEP (Data Execution Prevention ) 機能 
• ウイルス検出•駆除 

• セキュリティチップ機能 

• NASCA 

• 暗号化ファイルシステム （ EFS ) 

• DeviceProtector 

• リモートパワーオン機能 (Remote Power On 機能） 

• ネットワークブート機能 (PXE 搭載） 

※エ：指紋センサ機能付き USB 109キーボードモデルのみ 
※之： FeliCa 対応モデルのみ 


セキュリティ機能/マネジメント機能 



セキュリティ機能 


本機には、機密データの漏洩や改ざんを防止したり、コンピュータウイル 
スの侵入を防ぐために、次のようなセキュリティ機能があります。 

◎スーパバイザパスワード/ユーザパスワード 

BIOS セットアップユーティリティの使用者を制限し、また本機の不正使 
用を防止するための機能です。 

•スーパバイザノ《スワード は、 BIOS セ ットアップユーティリティ の起動 
や本機の起動を制限するためのパスワードです。 

• ユーザ パスワ ー ドは、マスタパスワ ー ドと同じく BIOS セットアップ 
ユーティリティの起動や本機の起動を制限するためのパスワードで 
す。 

また、ユーザパスワードで BIOS セットアップユーティリティを起動し 
た場合、設定できる項目が制限されます。本機の管理者と使用者が異な 
るときに、使用者が設定変更してしまうことを防止する場合などに有 
効です。 

♦ BIOS セットアップユーティリティの使用者の制限 

スーパバイザパスワード/ユーザパスワードを設定すると、 BIOS セット 
アップユーティリティ起動時にパスワードの入力画面が表示されます。 
スーパ ハ' イザ ノ 、。スワードまたはユーザパスワードを入力しないかぎり、 
BIOS セットアップユーティリティは起動できません。また、ユーザパス 
ワードを入力して起動した場合は、設定可能な項目が制限されます。 

♦本機の不正使用の防止 

スーパバイザパスワード/ユーザパスワードを設定し、 BIOS セット 
アップユーティリティで 「Password Check 」 を 「 Always 」 に変更して 
ください。 

本機の起動時にパスワード入力画面表示され、起動するにはスーパバ 
イザパスワードまたはユーザパスワードの入力が必要になります。 

参照 / BIOS セッ ト アップ ユーティリティについて— 

「 PART 4 システム設定」の 「 BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
( p .138) 
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チェック•ク_ 

-ユーザパスワードは、スーパバイザパスワードが設定されていなけれ 
ば設定できません。 

• NEC に本機の修理を依頼される際は、設定してあるパスワードは解 
除しておいてください。 

-設定したパスワードは忘れないようにしてください。パスワードは本 
機を再セットアップしても解除できません。 

-パスワードやパスワードの解除の方法を忘れたときのために、事前に 
「「 Security 」 メニュー」および 「 PART 5 付録」の「ストラップスイッチ 
の設定」 (P.168) を印刷しておくことをおすすめします。 


◎ハードディスクパスワード機能_ 

本機のハードディスクにハードディスクパスワードを設定することで、 
本機のハードディスクを本機以外のパソコンに取り付けて使用するとき 
にパスワードの入力が必要になり、不正使用や重要なデータの漏洩を防 
止できます。 

チェック•ク- . 

I ハードディスクパスワード機能は RAID モデルでは利用できません 。I 

ハードディスクパスワードには、ハードディスクマスタパスワードと 
ハードディスクユーザパスワードの 2つがあります。 

♦ハードディスクマスタパスワード 

ハー ド ディスクユーザ パ スワー ドを解除するた めの パ スワー ドです。 

♦ハー ドディスク ユーザ パスワード 

本機とハードディスクの認証を行うためのパスワードです。 

ハードディスクユーザパスワードを設定することで、本機のハード 
ディスクが本機以外のノ くソコンで不正使用されることを防止できま 
す。 

参照/ 「 PART 4 システム設定」の「設定項目一覧」の 「「 Security 」 メニュー」 ( p .151) 
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チェック•ク_ 

-ハー ド ディスクユーザ パ スワー ドは、 ハー ド ディスクマスタ パ スワー 
ドが設定されていなければ設定できません。 

-ハードディスクパスワードは、本機のハードディスクが本機以外のパ 
ソコ ンで不正使用されることを防止するためのものであり、本機の不 
正使用を防止するものではありません。本機のデータへの不正アクセ 
スを防止するためにも、本機の他のセキュリティ機能とあわせてお使 
いください。 

• 購入元または N EC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除または無効にしておいてください。また、パスワードを 
解除または無効にできない場合は、修理から戻ってきた際に、使用し 
ていたマスタパスワードとユーザパスワードを再設定してください。 

-ハードディスクのパスワードを忘れた場合、 NEC に持ち込んでも 
ロックの解除はできません。ハードディスクに保存されているデータ 
は二度と使用できなくなり、ハードディスクも有償で交換することに 
なります。ハードディスクのパスワードは忘れないように十分注意し 
てください。 


◎ I / O 制限_ 

本機では、 BIOS セットアップユーティリティで外部とのデータ交換の手 
段である I / O を使用できないように制限することができます。 

この機能を利用することで、部外者のデータアクセスや、システムに影響 
を及ぼすアプリケーションのインストールを防止することができます。 
本機では、次の I / O を制限することができます。 

• フロッピーディスクドライブ 

• CD / DVD ドライプ 

• USB コネクタ 

• シリアルポート 
-パラレルポート 

参照/ 「 PART 4 システム設定」の「設定項目一覧」 
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◎指紋認証機能 


チェック.ク- . 

指紋認証機能は、指紋センサ機能付き USB 109キーボードモデルのみ使 
用できます。 

V _ ノ 

指紋認証機能とはパスワードの入力のかわりに、指紋センサを使って指 
紋による認証を行うシステムです。 

本機では NASCA と連携して、 Windows のセキュリティを強化することが 
できます。 

参照/ • 『指紋センサ（ライン型)ユーザーズガイド』 

• 「アプリケーション CD - ROM 」 の 「 NASCA 」 フォルダの 「NASCA User's 
Guide . pdf 」 

◎ FeliCa ポート _ 

チェック.ク- - 

I 「 FeliCa ポート」は、 FeliCa 対応モデルのみ使用できます。 I 

NASCA と連携し、 FeliCa に対応したカードを利用して、 Windows ログオ 
ンやスクリーンセーバーのロック 解除、 Web サイ トのパスワード 代替な 
どを行うことができます。また本機は、 Edy 機能搭載カードをサポートし 
ています。 

参照/. 『 FeliCa ポートマニュアル 』 （「FeliCa Secure Client / FeliCa ポート自 
己診断 CD - ROM 」 の 「 f _ manual 」 フオルダの 「 index . htm 」） 

• 「アプリケーシヨン CD - ROM 」 の 「 NASCA 」 フォルダの 「NASCA User's 
Guide . pdf 」 


◎筐体ロック 


別売のセキユリテイケープル ( PC - VP - WS 14) を利用することで、本体を 
机などに繫ぐことができ、パソコン本体の盗難防止に効果的です。 

また筐体の開閉を防ぐことができるため、内蔵機器の盗難防止、パスワー 
ドの解除防止や本体のハードウェア構成変更の防止に効果的です。 
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セキュリティ機能/マネジメント機能 


◎ケーブルストッパ 

キーボードなどのケーブルが抜けるのを防止したり、ケープル接続した 
機器の盗難を防止します。 

参照/ 「 PART 3 周辺機器の利用」の「ケーブルストッパ」 （ p .107) 

© DEP(Data Execution Prevention ) 機能 

不正なプログラムやデータの実行をハードウヱア的に防止する機能で 
す。 

コンピュータウイルスが不正にプログラムコードを書き込んだり、実行 
しないようにすることができます。 

工場出荷時の状態では、有効になっています。 

◎ウイルス検出•駆除_ 

ぬ チェック •ク - 

ウイルスバスターおよび Always アップデートエージェントは、工場出 
荷時にはインストールされていません。 

V_ J 

コンピュータウイルスの検出、識別、および駆除を行うには「ウイルスバ 
スター」を使用します。 

また、本機 ( RAID モデルを除く）では Always アップデートエージェント 
を使用し、 Windows の起動前にウイルスパターンファイルのアップデー 
卜を行うことができるため、従来よりもウイルス感染の危険性を低減で 
きます。 

参照/ • 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」 
の「ウイルスバスター」 

• 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」 
の 「 Always アップデートエージェント」 


.麵 本体の構成各部 


セキュリティ機能/マネジメント機能 
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◎セキュリティチップ機能 


本機は、本体にハードウエア的に TPM (Trusted Platform Module ) と呼 
ばれるセキュリティチップを実装し、セキュリティチップ内で暗号化や 
暗号化の解除、鍵の生成をするため、強固なセキュリティ機能を持ってい 
ます。 

また、セキュリティチップ上に暗号鍵を持つため、ハードディスクを取り 
外して持ち出されてもデータを読み取られることはありません。 

参照/ 「 Mate/Mate J 電子マニュアル」の「セキュリティチップュ_テイリテイマ 
ニュアル」 


◎ NASCA 


チェック•ク- 

[NASCA は、工場出荷時にはインストールされていません。 J 

NASCA は、指紋や FeliCa 対応カードなど、複数の媒体が利用できる高度 
な個人認証機能です。認証を受けていない第三者が本機を使用すること 
を防止したり、 Web サイトへのアクセスに必要な情報(パスワードなど） 
を自動的に保存、入力することができます。保存された情報は、セキユリ 
テイチップと連携することによって、安全に管理されます。 

参照/「アプリケーション CD-ROM」 の 「NASCA」 フォルダの 「NASCA User's 
Guide.pdf」 
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◎暗号化ファイルシステム （EFS) 

r Cf チェック•ク- 

ハードディスク暗号化ユーティリティは工場出荷時にはインストール 
されていません。 

EFS (Encrypting File System ) は 、 Windows Vista Business の標_ ファ 
イルシステムである NTFS が持つファイルやフォルダの暗号化機能です。 
暗号化を行ったユーザ以外、データ復号化が行えないため、高いセキュリ 
ティ効果をもたらすことが可能です。 

また、「ハードディスク暗号化ユーティリティ」を使用することにより、暗 
号化ファイルシステムを簡単に設定することができます。 

参照/『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「ハードディスク暗号化ユーティリティ」 

◎ DeviceProtector 

JO チェック. ク - 

(DeviceProtector は、工場出荷時にはインストールされていません。 ] 

本機で使用できる IDE 機器、 USB 機器を制限することができます。内蔵の 
CD / DVD ドライブ、 USB メモリ 、 USB 接続のハードディスクを使用して接 
続された外部記憶装置を制限することで、情報の漏洩防止に効果的です。 
DeviceProtector では、次のような機能を制限することができます。 
•フロ ッ ピー ディスクドライブ 
• CD / DVD ドライブの読み込み以外の機能※ 

•シリアルポート/パラレルポート 
• USB 機器 

※： RAID モデルでは使用できません。 

参照/ 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「DeviceProtector I 


.麵 本体の構成各部 


セキュリティ機能/マネジメント機能 
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マネジメント機能 


本機には、 システム 管理者の パソコンから ネットワークに接続された他 
のパソコンの電源 や システムを 遠隔操作して管理するために、次のよう 
なマネ ジメン ト機能があります。 

◎リモ—トパワ—オン機能 （Remote Power On 機能） 

LAN 経由で、離れたところにあるパソコンの電源を入れる機能です。 

参照/. 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」の「リモートパワーオン機能 
(Remote Power On 機能)の設定」 （p.76) 

•「PART4 システム設定」の「設定項目一覧」の 「Advanced」 メニュ -(p_143) 

◎ネットワークブート機能 (PXE 搭載）_ 

クライアントの PC のシステムが起動する前に、管理者 PC から 0 S などを 
ロー ドすることができます。別途、 PXE (Preboot execution 
Environment ) に_拠した運用管理ソフトウヱアが必要です。 

参照/ 「 PART4 システムの設定」の「設定項目一覧」の 「「Boot」 メニュ ー」(p.161) 
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セキュリティ機能/マネジメント機能 


周辺機器を接続する前に 

ここでは、取り付けられる周辺機器や取り付ける際の注意事項について 
説明します。 


この章の読み方 


必ず次ページの「周辺機器利用上の注意」から順香にお読みください。 


この章の内容 


周辺機器利用上の注意 
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周辺機器利用上の注意 

周辺機器を取り付ける場合、次のようなことに注意してください。 


接続前の確認 


◎周辺機器の対応状況の確認_ 

取り付けたいゝ周辺機器が本機で使えるものかどうか、周辺機器のマニユ 
アルで確認するか、製造元に問い合わせてくださ t ゝ。なお、 NEC 製の周辺 
機器で接続可否の確認がとれているものについては、 NEC ビジネス PC / 
Express 5800情報発信サイト 「NEC 8畨街」 ( http :// nec 8. com ) の「ビジ 
ネス PC 製品検索」でご確認ください。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧モデル検索(最新機種も含む)」にある 「 PC 本体型番検索」をクリック 
お使 V ゝのモデルの型香で検索し、接続できる製品を確認してください。 


◎周辺機器の取り付け/取り外し時の注意 


周辺機器の取り付け/取り外しをする際は、必ず添付の『安全にお使い 
いただくために』をご覧ください。 

本機がスリープ状態または休止状態の場合は、周辺機器の取り付けや 
取り外しは行わないでください。このような場合は、いったん復帰させ 
てデータを保存し、電源を切ってから取り付けや取り外しを行ってく 
ださい。 

周辺機器の取り付けや取り外しは、取扱説明書に従って正しく行って 
ください。 

周辺機器によっては、専用のケープルが必要な場合があります。接続す 
る前に確認のうえ用意してください。 

周辺機器を使用する際は、使用する周辺機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 


周辺機器利用上の注意 


◎リソースの競合について 

周辺機器を使うには、「リソース」が必要です。「デバイスマネージャ」で、 
その周辺機器で使用されるリソースが空いているかどうか確認してくだ 
さい。リソースが足りない場合は、使わない機器や機能のリソースを空け 
て、取り付けたい周辺機器が使えるよう設定を変更します。 

参照/ リソースの競合について-••『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブル解決 
Q&A」 の「周辺機器」 


プラグ&プレイについて 


周辺機器の中には、デバイスドライバ（デバイスのためのソフトウエア） 
のセットアップが必要なものがあります。 

プラグ&プレイとは、取り付けたハードウヱアを自動的に検出してセッ 
トアップを行う機能です。 

新しいハードウエアを取り付けると、次に電源を入れたときに Windows 
によって自動的に新たなハードウヱアが検出され、必要に応じてデバイ 
スドライバウィザードが起動されます。外付けの周辺機器を接続した場 
合は、本体の電源を入れる前に周辺機器の電源を入れてください。 
周辺機器にデバイ ス ドライバの フロ ッピーデ ィス クまたは CD - ROM が 
添付されている場合は、周辺機器の取扱説明書の指示に従ってセット 
アップを行ってください。 


デバイスドライバのインストール 


周辺機器によっては、デバイスドライバのインストールが必要な場合 
があります。周辺機器のマニュアルをご覧になり、必要なデバイスドラ 
イバをインストールしてください。 

デバイスドライバをインストールした後、本機の再起動を求められる 
ことがあります。その際には他の操作をせずに直ちに Windows を再起 
動してください。 

デバイスドライバをインストールした後の再起動は、通常よりも時間 
がかかることがあります。正常に再起動されるまで電源は切らないで 
ください。 

最新のデノ《イスドライ/ {が NEC ビジネス PC / Express 5800情報発信 
サイト 「NEC 8番街」 ( http :// nec 8. com ) で提供されている場合があり 
ますので、定期的に確認してください。 


周辺 i を讓する前に 


周辺機器利用上の注意 
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修正モジュールやアップデートモジュールの情報は、次の手順で表示さ 
れる 「 NEC サポートプログラム」画面から検索できます。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「ダウン ロー ド •マニュアル」 の「ダウン ロー ド」にある「各種 アップ デ ー 
トモジュール」をクリック 


接続がうまくできない場合 


♦ケーブルは正しく接続されていますか？ 

見落としがちなことですが、本機や周辺機器を動かしたときなどに、 
ケープルが外れたりすることはよくあります。ケープルがきちんと接続 
されているか、確認してください。また、本体内部に機器を取り付けたと 
きには、気付かないうちに内部の信号ケープルなどを引っぱってしまっ 
て、接続がゆるんでしまうことがあります。本体内部のケープル類がき 
ちんと取り付けられているかどうか、確認してください。 

♦デバイスドライバは組み込みましたか？最新のものですか？ 

周辺機器を取り付けてもデン、'イスドライノ、'が組み込まれていな t 、と、使 
うことはできません。周辺機器のマニュアルをご覧になり、デバイスド 
ライバを組み込んでください。また、周辺機器のデバイスドライバは、知 
らないうちに改善されて新しくなっていることもあります。「デバ'イス 
ドライ/ {の組み込み方は正しいのに、うまく動かない」と t 、った場合は、 
デバイスドライバを最新のものにするとうまく動くようになることも 
あります。周辺機器の製造元に問 t 、合わせて、最新のデバイスドライバ 
を入手してください。なお、 NEC 製の最新ドライノ《は NEC ビジネス PC / 
Express 5800情報発信サイト 「NEC 8番街」 ( http :// nec 8. com ) から入 
手することができます。 

ドライバは次の手順で表示される 「 NEC サポートプログラム」画面から検 
索できます。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「ダウン ロー ド•マニュアル」の「ダウン ロー ド」にある「各種アップデ ー 
トモジュール」をクリック 


周辺機器利用上の注意 



周辺機器の取り外しと再接続 


周辺機器の中でも、 USB 対応機器、 PC カード、コンパクトフラッシュカー 
ドなどは、本機の電源を入れたまま取り付け、取り外しができます。 
ただし、画面右下の通知領域に0が表示されている周辺機器は、正しい手 
順で取り外しを行わないと、本機が正常に動作しなくなることがありま 
す。取り外しを行う場合は、必ず次の手順で取り外しを行ってください。 

1 画面右下の通知領域にある0をクリック 

0が表示されていない場合は D をクリックし、隠されている通知 
領域のアイコンを表示してください。すべてのアイコンを表示し 
ても0がない場合は手順4に進んでください。 

2 表示される rxxxxx を安全に取り外します」から、取り外す 
周辺機器をクリック 

安全に取り外しができるという内容のメッセージが表示されま 
す。 

表示される rxxxxx を安全に取り外します」に取り外す周辺機 
器が無い場合は手順4に進んでください。 

3 「0 K 」 ボタンをクリック 

4 周辺機器を取り外す 

以上で周辺機器の取り外しは完了です。 

同じ周辺機器を再接続する場合は、デバイスドライバなどを再インス 
卜ールする必要はありません。ただし、メッセージが表示されたり、画面 
が少しの間止まったように見えることがあります。メッセージが表示さ 
れた場合はメッセージに従ってください。画面が止まったように見える 
場合も機器の故障ではありません。しばらく待てば使用できます。 


周辺 i を讓する前に 


周辺機器利用上の注意 
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周辺機器の利用 

ここでは、本機に取り付けられる別売の周辺機器や内蔵機器の取り付け 
方法について説明します。 


この章の読み方 


次ページの「接続できる周辺機器」を読んだ後に、目的にあわせて次に該 
当するページをお読みください。 


この章の内容 


接続できる周辺機器 . 98 

本体カバー類の開閉 . 100 

ケーブルストッパ . 107 

. 109 

PCI ボード . 116 

PCI Express ボード . 119 

ファイルベイ用機器 . 124 













接続できる周辺機器 

本機には、次のような別売の周辺機器を取り付けられます。 


本体に接続できる周辺機器一覧 


本機のそれぞれのコネクタや端子に接続できる周辺機器について説明し 
ます。 

◎本体背面 



厂〇チェック•ク- 

GeForce 7600 GT モデルまたはデジタルディスプレイ用コネクタボー 
ド (DVI-D) を選択したモデルの場合、すでにスロットは占有済みですの 
で PCI Express x16 ボードを取り付けることができません。 
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接続できる周辺機器 




























本体カバー類の開閉 

ここでは、周辺機器や内蔵機器を取り付けるときなどに必要なカバー類 
の開け方と閉じ方について説明します。 


サイドカバーの開け方 


メモリやハードディスク、 PCI ボードなどの内蔵機器を取り付ける場合 
は、本体のサイドカバーを開けて作業を行います。 

チェック.ク-, 

装置の使用直後は、板金部品は高温になっていますので、手を触れるとや 
けどする恐れがあります。電源を切った後、30分以上経ってから内蔵機 

器の取り付け/取り外しを行うことをおすすめします。 

V_ 


1 本機の電源を切る 

2 盗難防止用の錠を使用している場合は、取り外す 

3 本体に接続されている全てのケーブル(電源コードなど）を取 
り外す 

4 次のページのように本体を横に置く 

r O チェック. ク - . 

スタピライザを取り外したときに、本体が衝撃を受けないよう、机の端な 
どでスタビライザの取り外しを行ってください。 

V_ J 


本体カバー類の開閉 


本体を横に置くときは、机やテーブルなどを傷付けたりしないように、厚 
手の紙や布などを敷いておくことをおすすめします。 



スタビライザ 


5 上側のスタビライザのストッパを手前に引いて、筐体のツメか 
らストツハ°を夕 i •し、そのままスタビライザを左側にスライドさ 
せて取り外す 

スタビライザ 



厂〇チェック•ク- 

スタビライザを本体から取り外すときは、指を挟んだり、ぶつけたり 
切ったりしないように注意してください。 

V 


本体カバー類の開閉 




6 もう一方のスタピライザも手順5と同様の方法で取り外す 
/ 背面のスライドストッパを矢印の方向にスライドさせる 

スライド 
ストッノゞ 


8 サイドカバーを手前に引いてから、外側に開ける 




102 


本体カバー類の開閉 



サイドカバーの閉じ方 


r O チェック•ク- . 

サイドカバーを閉じるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしな 
いように注意してください。 

\_ J 

サイドカバーを閉じるときには、次のように作業すると閉じやすくなっ 
ています。 

1 机の端などに本体を横置きにし、本体を安定させる 

2 サイドカバーを底面側の溝と本体のフレームが合うように、フ 
ロントマスクから1~2センチ間を空けて取り付け、フロントマ 
スク側にスライドさせる 


1〜2センチ 



本体カバ-類の開閉 


周辺機器の利用 









4 スタビライザを本体のツメに合わせ、矢印方向にスライドさ 
せ、スタビライザのストッパをロックする 

チェック.ク- 

スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、 
切ったりしないように注意してください。 

V_ J 


スト ソバ 



5 もう一方のスタピライザも、手順4と同様の方法で取り付け、縦 
置きにする 

6 盗難防止用の錠を使用する場合は、錠を取り付ける 

7 ケーブル、コード類(電源コードなど）を必要に応じて取り付け 
る 
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本体カバー類の開閉 


フロントマスクの取り外し 


CD / DVD ドライプ、 M 0 ドライブなど、5型ベイ、3.5型ベイに内蔵機器を 
取り付ける場合は、サイドカバーと フロン ト マスクを 取り外す必要があ 
ります。 

1 フロントマスク左側のツメ①、ツメ②、ツメ③を下の図のよう 
に手前に引いて、本体から外す 



2 フロントマスクを前方に引いて取り外す 



周辺機器の利用 


本体カパ-* I の開閉 


フロントマスクの取り付け 


1 フロントマスク左側のツメ⑧、ツメ⑤、ツメ④の順に本体側の 

穴にあわせてから、フロントマスク右 fj のツメ③、ツメ②、ツメ 
①の順に、本体側の穴にあわせるように押し込む 



本体カパー類の開閉 



ヶーブルストッバ 

キーボードやマウスの盗難防止とともに、ケーブル抜け防止のために、 
ケーブルストッパでケーブルを本体に固定します。 


取り付け前の確認 


本機にケープルストッパを取り付ける前に、サイドストッパが、本機に添 
付されていることを確認してください。 

ケープルストッパのネジを外すため柄の長いプラスドライバーを用意し 
てください。 


ケーブルストッパの取り付け 



1 「サイドカバーの開け方」の手順で、サイドカバーを開ける 
(P.100) 

2 キーボード、マウスケーブルの上からケーブルストッパを被 
せ、取り外したときと逆の手順で、本体内側からケーブルごと 
ケーブルストッパをネジ止めする 



3 「サイドカバーの閉じ方」の手順で、サイドカバーを閉じる 
(P.103) 
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ケーブルストッパ 


「サイド カバーの 開け方」 の 手順で、サイド カバーを 開ける 

(P.100) 


2 本体内側からネジを外して、ケーブルストッパとケーブルを本 
体から取り外す 



3 取り外したネジで元通りにケーブルストッパを本体にネジ止 
めする 

4 「サイド カバーの 閉じ方」 の 手順で、サイド カバーを 閉じる 
(P.103) 



メモ 

大量のメモリを必要とする 0S やアプリケーションを使用する場合には、 
別売の増設 RAM ボード(以降、メモリ）を取り付けることで、メモリを増 
やすことができます。 


取り付け前の確認 


本機に メモリ を取り付ける前に、取り付けられる メモリ を確認します。 
本機には、 メモリスロット が4つあり、別売の メモリ を取り付けることに 
より最大 4G バイトまで増設できます。 

◎取り付けられるメモリ 


本機には、メモリを1枚単位で、最大4枚まで取り付けられます。取り付け 
可能なメモリの情報は、 NEC ビジネス PC/Express 5800情報発信サイト 
「NEC 8番街」 (http://nec8.com) から次の手順で確認してください。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧モデル検索(最新機種も含む)」にある 「PC 本体型番検索」をクリック 
お使いのモデルの型番で検索し、取り付け可能なメモリをご確認くだ 
さい。 

r O チェック•ク- . 

メモリを本機に取り付ける場合、必ず rNEC 8番街」で取り付け可能と 
なっているメモリをお使いください。 

なお、市販のメモリに関する動作保証やサボートは NEC では行っていま 
せん。販売元にお問い合わせください。 

V_ J 


◎スロットへの取り付け順序 


必ず スロット 番号が小さ t 、方から埋まるように取り付けてください。 ス 
ロット 1から順香に取り付けることになります。 

チェック•ク- . 

デュアルチャネルのメモリアクセスで使用する場合は、同じ容量のメモ 
リ2枚1組を、メモリ用コネクタのスロット1と3、スロット2と4の組み合 
わせで取り付けてください。また、取り付けの際は、スロット1と3が先に 
埋まるように取り付けてください。 


メモリ組み合わせ例 


合計容量 

ス□ット 1 

スロット 2 

ス□ット 3 

スロット 4 

512MB 

256MB 

一 

256MB 


1 GB 

(1,024MB) 

512MB 

一 

512MB 

一 

2GB 

(2,048MB) 

512MB 

512MB 

512MB 

512MB 

3GB 

(3,072MB) 

1GB 

512MB 

1GB 

512MB 


チェック•ク_ 

本機では最大 3G バイトのメモリを搭載可能ですが、 PCI デバイス等のメ 
モリ領域を確保するために、全ての領域を使用することはできません。な 
お、装置構成によってご利用可能なメモリ容量は異なります。 



◎スロットの位置 



メモリの取り付け 


r O チェック.ク- 、 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサッシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

•ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 

• メモリを間違つた向きで無理に取り付けようとすると、本機のコネク 
夕部やメモリが故障する原因になります。取り付け方向に注意してく 
ださい。 

•取り付け前に、本機で使用できるメモリであることを確認してくださ 

い0 

• メモリ取り付けの際は、メモリスロット以外の、本体内部の部品やス 
イッチに触れないでください。 
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1 「サイド カバーの 開け方」 の 手順で、サイド カバーを 開ける 
(P.100) 

2 左右のレバーが外側に開いていない場合は、外側に広げてか 
ら、メモリを、切り欠き A の位置と誤挿入防止機構の位置を確認 
し、メモリ用コネクタに垂直に差し込み、取り付ける 

スロッ ト1から順香に取り付けてください。 

チェック•ク- 、 

メモリには向きがあります。逆には差し込めないようになっていますが、 
向きを間違えたまま無理に差し込むと故障の原因になりますので注意 
してください。 

v _ J 



3 左右2か所のレバーが切り欠き B に掛かるように、メモリをしつ 
かり押し込む 



チェック♦ク_ 

• メモリを差し込んだ後、メモリがフックの切り欠きに掛かっているこ 
とを確認してください。しっかり押し込まれていないと故障の原因と 
なります。 

• フックが切り欠きに掛かっていなし、場合は、もう一度指し直すか指で 
ロックさせる必要があります。指でロックする場合に強い力は必要あ 
りませんので、無理に押し込まないようにしてください。容易にロッ 
、 クできない場合は、メモリを取り外してから指し直してください。 


4 「サイド カバーの 閉じ方」 の 手順で、サイド カバーを 閉じる 
(p_103) 

メモリ取り付け後は、「メモリ容量の確認」 (p.115) に従って、取り付けが 
正しく行われたか確認してください。 


メモリの取り外し 


r O チェック.ク- 、 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサッシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

•ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 


1 「サイ ドカバーの 開け方」 の 手順で、サイ ドカバーを 開ける 

(P.100) 
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メモリの左右のレバーを外側に広げる 



メモリを上へ引き抜くようにして取り外す 

取り外したメモリは静電気防止用の袋などに入れて保管してくだ 
さい。 



「サイド カバーの 閉じ方」 の 手順で、サイド カバーを 閉じる 
(P.103) 


メモリ容量の確認 


増設が正常に行われ、メモリが本機に認識されているかどうかを確認し 
ます。 

1 「スタート」ボタンー*「コントロールパネル」をクリック 

2 「システムとメンテナンス」をクリックし、「システム」をクリック 

「システム」欄の「メモリ （RAM):」 に表示されている「* * *MB」 が 
総メモリ容量です。 

メモリ 容量が増えて いない 場合は、 メモリが 正しく取り付けられ ている 
か、再度確認してください。 

r O チェック.ク- . 

• 本機では最大 4G バイトのメモリを搭載可能ですが、 PCI デバイス等の 
メモリ領域を確保するために、全ての領域を使用することはできませ 
ん。なお、装置構成によってご利用可能なメモリ容量は異なります。 

_ メモリを増設した場合、メモリの組み合わせによっては、初期化のた 
めに電源を入れてからディスプレイに画面が表示されるまでに時間 
がかかる場合があります。 
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PCI ポード 

PCI スロットには、本機の機能を拡張させるための各種 PCI ボードを取り 
付けることができます。 


取り付け前の確認 


本機に搭載可能な PCI ボードサイズは、次のようになります。 


■ PCI スロット1〜 PCI スロット2 

フルサイズ 106(W)X312(D)mm 以内 


1 06 mm 以下 


31 2 mm 以下 



98 mm 以下 


pci ボードの取り付け 


r O チェック.ク- . 

• pci ボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯びた状 
態で PCI ボードを扱うと、 PCI ボードを破損させる原因となります。 
PCI ボードに触れる前に、身近な金属（アルミサッシやドアのノブな 
ど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。ま 
た、 PCI ボードを持つときは、ボードの縁の部分を持ち、金属の部分に 
は触れないようにしてください。特に、端子の部分を手で触れないよ 
うに注意してください。 

- PCI スロットの板金の縁は銳利になっていますので、 PCI スロットカ 
バーを取り外したり 、PCI ボードを取り付ける場合、指などを切らな 
いように注意してください。 


1 「サイドカバーの開け方」の手順で、サイドカバーを開ける 

(P.100) 
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PCI ボード 





スロットカバー上部のネジを取り外し、 PCI スロットカ 
を引き抜く 



PCI ボードのネジをしめて、本体に取り付ける 



「サイド カバーの 閉じ方」の手順でサイド カバーを 閉じる 
(P.103) 


PCI Express ポード 

PCI Express スロットには、本機の機能を拡張させるための PCI Express 
ボードを取り付けることができます 。 GeForce 7600 GT モデルの場合、 
PCI Express スロットにはグラフィックアクセラレータボードが搭載さ 


れています。 

PCI Express ボードに ついて j 


PCI Express ボードは、従来の PCI ボードより高速なデータ転送が可能な 
拡張ボードの規格です。本機の PCI Express ボード用スロットには、 PCI 
Express xl6 と PCI Express xl が 1 スロットずつあります。 

PCI Express xl6 スロットは、グラフィックアクセラレータボード専用、 
PCI Express xl スロットには対応するモデムなどのカードを差します。 

QVt ッヶク 


GeForce 7600 GT モデルまたはデジタルディスプレイ用コネクタボー 
ド (DV 卜 D ) を選択したモデルの場合、すでにスロットは占有済みですの 

で PCI Express x 16 ボードを取り付けることができません。 

V ノ 

参照 少 

PCI Express スロットについて—「接続できる周辺機器」 （ p .98) 

^取り付け前の確認 ] 


搭載可能な PCI Express ボードサイズは、フルサイズ106 (W) X312 (D) 
mm 以内となります。 


31 2 mm 以下 


1 06 mm 以下 

-… 一 ., niiiiiiiiiiiiiiiiiiiniiiiiniir 


98 mm 以下 
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チェック.ク_ 

•PCI Express ボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を 
帯びた状態で PCI Express ボードを扱うと、 PCI Express ボードを 
破損させる原因となります。 PCI Express ボードに触れる前に、身近 
な金属(アルミサッシやドアのノブなど)に触れて、身体の静電気を取 
り除くようにしてください。また、 PCI Express ボードを持つときは、 
ボードの縁の部分を持ち、金属の部分には触れないようにしてくださ 
い。特に、端子の部分を手で触れないように注意してください。 

• PCI Express スロッ トの板金の縁は銳利になっていますので、 PCI 
Express スロツ トカバーを取り夕!*したり、 PCI Express ボードを取 
り付ける場合、指などを切らないように注意してください。 

• GeForce 7600 GT モデルは、搭載されているグラフィックボードを 
はずしたまま使用しないでください。 


「サイ ドカバーの 開け方」 の 手順で、サイ ドカバーを 開ける 
(p.100) 




4 PCI Express ボードのネジをしめて、本体に取り付ける 

5 「サイド カバーの 閉じ方」の手順でサイド カバーを 閉じる 
(P.103) 


PCI Express ボードの取り外し 


チェック •ク - . 

GeForce 7600 GT モデルは、搭載されているグラフィックボードをは 
ずしたまま使用しないでください。 

V_ J 

1 「サイドカバーの開け方」の手順で、サイドカバーを開ける 

(P.100) 

2 PCI Express ボード上部のネジを取り外す 
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PCI Ex press ボード 



3 PCI Express スロットのレバーを矢印の方向に押して、 PCI 
Express スロットのロックを外し、 PCI Express ボードを垂直 
に引き抜くようにして取り外す 



4 PCI Express ボードカバーのネジをしめて、本体に取り付ける 

5 「サイドカバーの閉じ方」 （ P .103) の手順でサイドカバーを閉 
じる 
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ファイルベイ用機器 


取り外し/取り付け前の確認 


本機にファイルベイ用機器を取り付ける前に、増設用のスロットの種類 
と数、電源ケープル、信号ケープル、ドライブの設定を確認します。 

◎スロットの種類と数_ 

本機には、次のファイルベイが用意されています。 

内蔵 3.5 型ベイ……3スロット 

3.5 型ベイ . 2スロット 

5型ベイ . 2スロット 

3.5 型ベイ は、スロット1 に フロッピーデイスク ドライプが実装されてい 
ます。内蔵 3.5 型ベイ 、5 型ベイ は、 お使いのモデルにより実装されている 
ドライブの構成が異なります。 

◎ファイルベイ取り付けネジ_ 

本機にはファイルベイに機器を増設する際に使用する予備のネジが、フ 
ロント マスクを 外した本機前面に取り付けられています。ファイルベイ 
に機器を増設する際には、このネジを使用して取り付けを行ってくださ 
い。詳しくは「3.5型ベイ機器の取り付け」 (p.131) 、または「5型ベイ機器の 






©Serial ATA 電源ケーフル 

本機には、 SeriarATA 機器用の電源ケープルが2本用意され、ケープルに 
はそれぞれ2つのコネクタが用意されています。増設ハードデイスクモ 
デルの場合、 SeriarATA 電源ケーブルは一本使用済みとなります。 



Serial ATA 電源ケープルコネクタ 

◎ Serial ATA 信号ケーブル_ 

本機には、増設用の Serial ATA 機器用の信号ケープルが2本用意されてい 
ます。増設ハードディスクモデルを選択した場合は、2本使用済みです。 

Serial ATA 信号ケープルコネクタ 

◎電源ケーブル 

使用されていない電源ケープルは、誤接触を防止すするため束ねられて 
います。ファイルベイ用内蔵機器を取り付ける際には、必要な電源ケープ 
ルを取り出し、使用しない電源ケープルは束ねておいてください。 
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◎ IDE 信号ケーブル 

本機には、 UltraATA -100 に対応した 3.5 型 IDE 機器を増設できる、 IDE 信 
号ケープルが1本用意されています。 

IDE 信号ケープルには IDE コネクタが2つあり、1つは内蔵の CD / DVD ド 
ライブで使用済みです。 



r O チェック•ク- . 

使用されていない電源ケーブルは、誤接触や帯電を防止するための 
キャップを付けて束ねられています。ファイルベイ用内蔵機器を取り付 
ける際には、必要な電源ケーブルを取り出し、使用しない電源ケーブルは 
キャップを付けて束ねておいてください。 
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ファイルベイ用機器 



◎ドライブの設定 


工場出荷時に内蔵されているハードディスク、 CD / DVD ドライブ、フ 
ロッピーディスクドライブの設定は次の通りです。なお、別売の内蔵機器 
を取り付ける場合は、取り付ける内蔵機器のマニュアルをご覧になり、正 
しく設定してください。 

• CD/DVD ドライブ . Master 

( Slave への変更は不可） 

• フロッピーディスクドラ イプ •••ユニット アドレス=0 

(0 以外への変更は不可） 

©Serial ATA 機器の増設_ 

本機には、合計4台までの SerialATA 機器を取り付けることができます。 
二台目の SerialATA 機器には、マザーボード上の SATA 2 のコネクタに接 
続された信号ケープルを取り付けます。また、 SATA 3 及び SATA 4 のコネ 
クタを使用する場合は、お客様にてケープルをご用意いただく必要があ 
ります。 SATA 1 のコネクタに接続された信号ケープルには、内蔵用の 
Serial ATA ノ、ー ドディスクが接続されています。 


内蔵され ている 
ハードディスク 



周辺機器の利用 


ファイルベイ用機器 


127 




内蔵 3.5 型ベイ機器の取り付け 


内蔵 3.5 型ベイには、合計3台までハードデイスクを取り付けることがで 
きます。 

◎ハードディスクの取り付け 


厂〇チェック.ク- 

ここからは、増設用ハードディスクのマニュアルを一緒に見ながら取り 
付けてください。 


•2 台目のハードディスクを取り付ける場合 

1 「サイドカバーの開け方」の手順で、サイドカバーを開ける 
(P.100) 

2 内蔵されているハードディスクの Serial ATA 電源ケーブルを 
取り外す 

3 3.5 型ベイストッパを押しながら、図の内蔵 3. 5 型ベイのブラ 
ケットを引き出す 
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ファイルベイ用機器 




4 増設用ハードディスクのネジ穴と、ブラケットのネジ穴を合わ 
せ、増設用ハードディスクに添付のネジを取り付ける 



5 増設用ハードディスクを取り付けたブラケットをカチッと音 
がするまで押し込んで取り付ける 

© チェック•ク- . 

ブラケットをスロット内に揷入するときは、ケーブルを挟まないように 
してください。 

V ノ 
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手順 2 で取り外した Serial ATA 電源ケーブルを、内蔵されて 
いたハードディスクと増設用ハードディスクに取り付ける 



7 増設用ハードディスクに Serial ATA 信号ケーブルを取り付 
ける 



8 「サイドカバーの閉じ方」の手順でサイドカバーを閉じる 
(P.103) 


ファイルベイ用機器 









3.5 型ベイ機器の取り付け 


本機には 3.5 型ベイが2 スロッ ト用意されており、うち1つには工場出荷時 
にフロッピーディスクドライブが取り付けられています。また、空いてい 
る 3.5 型ベイには、 3.5 型ベイ用内蔵機器 ( M 0 ドライブなど）を取り付ける 
ことができます。 

◎3.5 型ベイ用内蔵機器の取り付け 


r O チェック.ク- . 

ここからは、取り付ける 3. 5 型ベイ用内蔵機器のマニュアルを一緒に見 
ながら取り付けてください。 

V . _ J 


1 「サイドカバーの開け方」の手順で、サイドカバーを開ける 

( P .100) 

2 「フロントマスクの取り外し」の手順で、フロントマスクを取り 
外す ( P .105) 

3 3.5 型べイカバーのネジを取り外して、 3.5 型べイカバーを手前 
に引いて取り外す 
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4 3.5 型ベイ用内蔵機器に本機前面から取り外したファイルベイ 

取り付けネジ2本を 3.5 型ベイ用内蔵機器左側面に取り付ける 

ナエック•ク-- 

[ 必ず本機前面に取り付けられているネジを使用してください。 | 


5 3.5 型ベイ用内蔵機器を空いている 3.5 型ベイに入れて、側面か 

ら 3.5 型ベイ用内蔵機器に添付のネジ2本を取り付ける 



6 3.5 型ベイのフロントマスクからツメ2か所を夕1•して、ファイル 

ベイカバーを取り外す 
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ファイルベイ用機器 


/ 取り付ける 3. 5型ベイ用内蔵機器 ( M 0 ドライブなど)のマニュ 
アルに従い、信号ケーブル、電源ケーブルを取り付ける 



ナエック.ク- 

[ 使用しない電源ケーブルは束ねておいてください。 ] 

8 「フロントマスクの取り付け」の手順でフロントマスクを取り 
付ける （ P .106) 

9 「サイドカバーの閉じ方」の手順で、サイドカバーを閉じる 
( P .103) 

◎3.5 型ベイ用内蔵機器の取り外し_ 

「3.5型ベイ用内蔵機器の取り付け」 ( p .131) の逆の手順で取り外してくだ 
さい。 
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々 チェック♦ク_ 

取り外したファイルベイカバーは、紛失しないように手近な箱や袋など 
に保管してください。 


周辺機器の利用 
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5 型ベイ機器の取り付け 


本機に は5 型べ イが2スロット 用意され ており、うち1 つに は 工場 出荷 時に 
CD / DVD ドライブが取り付けられています。また、空いている5 型 ベイに 
は、5 型 ベイ 用内蔵機器を 取り付けることができます。 


◎5 型ベイ用内蔵機器の取り付け 


〇チェック.ク- . 

• 接続方法は、5型ベイ用内蔵機器のマニュアルをあわせてご覧くだ 
さい0 

• 増設する IDE インターフェイス機器はスレーブに設定してください。 
設定方法は、増設する IDE インターフェイス機器のマニュアルをご覧 
ください。 


1 「サイド カバーの 開け方」 の 手順で、サイド カバーを 開ける 
( P .100) 

2 「フロントマスクの取り外し」の手順で、フロントマスクを取り 
外す ( P .105) 


3 5型ベイカバーのネジを取り外して、5型ベイカバーを手前に引 

いて取り外す 
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ファイルベイ用機器 



4 5 型ベイ用内蔵機器に本機前面から取り外したファイルベイ取 
り付けネジ2本を5型ベイ用内蔵機器左側面に取り付ける 

「の チェック. ク - 、 

[ 必ず本機前面に取り付けられているネジを使用してください。 I 

5 5型ベイ用内蔵機器を、空いている5型ベイに入れて、5型ベイ用 
内蔵機器に添付のネジで取り付ける 


5型ベイ用内蔵機器にケーブルを取り付ける 

• IDE インターフ I イスの機器を取り付ける場合 

標準で内蔵されている CD / DVD ドライプの信号ケープルから 
分岐している信号ケープルを取り付け、本機に装備されている 
電源ケープルのキャップを外し、取り付けます。 

• Serial ATA 機器を取り付ける場合 

マザーボードの SerialATA コネクタと信号ケープルで接続し、 
本機に装備されている電源ケープルを取り付けます。5型ベイ用 
内蔵機器のマニュアルをご覧になり、機器にあった電源ケープ 
ルを使用してください。 
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チェック♦ク_ 

取り外した5型べイカバーは、紛失しないように手近な箱や袋などに保 

管してください。 

V 
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ファイルベイ用機器 





チェック•ク- 

• 信号ケーブルおよび電源ケーブルの接続については、取り付けた5型 
ベイ用機器のマニュアルをご覧になり、行ってください。 

-使用しない電源ケーブルは束ねておいてください。 

V_ J 


7 5インチベイのフロントマスクからツメ2か所を外して、フアイ 

ルカバーを取り外す 



S 「フロントマスクの取り付け」の手順で、フロントマスクを取り 

付ける （ P .106) 

9 「サイドカバーの閉じ方」の手順で、サイドカバーを閉じる 
( P .103) 
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ファイルベイ用機器 


システム設定 

この章では、本機の BIOS セットアップユーテイリテイについて説明しま 
す。 BIOS セットアップユーテイリテイは、セキュリテイ、省電力など本機 
の使用環境を設定することができます。 


この章の読み方 


次ページの 「 BIOS セットアップユーティリティについて」を読んだ後に、 
目的にあわせて該当するページをお読みください。 


この章の内容 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
設定項目一覧 . 
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BIOS セットアップユーティリティに 
ついて 

本機には、使用環境を設定するために BIOS セットアップユーティリティ 
が内蔵されています。 


BIOS セットアップユーテイリテイの起動 


1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら [ F 2] を押 

す 

BIOS セットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。 

厂〇チェック •ク - 、 

ディスプレイ特性により 、 「N EC 」 ロ ゴの画面が表示されず 【 F 2 】 を押す夕 
イミングが計れない場合があります。この場合は、本体の電源を入れた直 
後、キーボード上の Num Lock ランプが点灯するタイミングで 【 F 2】 を数 
回押してください。 

V_ y 


BIOS セットアップユーティリティの終了 


♦変更を保存して終了する 

1 【 F " I 0】 を押す 

確認の画面が表示されます。 

中止したいときは 【 Esc 】 を押してください。 

2 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定が保存され、 BIOS セットアップユーテイリテイが終了しま 
す 0 


メニューバーの 「 Exit 」 で 「Save Changes and Exit 」 を選んで BIOS セツ 
ト アップ ューティリティ を終了することもできます。 
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BIOS セットアップユーテイリテイについて 




♦変更を保存しないで終了する 

1 キーボードの【—】【—】でメニューバーの 「 Exit 」 を選ぶ 

メニューが表示されます。 

2 キーボードの【 I 】で 「Disacrd Changes and Exit 」 を選んで 
【 Enter 】 を押す 

「Discard changes and exit setup?」 と表 7K されます。 

3 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定の変更をせずに BIOS セットァップユーティリティが終了し 
ます。 


工場出荷時の設定値に戻す 


工場出荷時の設定値に戻す方法について説明します。 

1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら 【 F 2 】 を 

押す 

BIOS セットアップユーティリティが表示されます。 

2 【 F 9】 を押す 

「 Load Optimal Defaults?」 と表示されます。 

3 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

エ場出荷時の設定^1を読み込みます。 

4 【 F 10】 を押す 

「Save configuration changes and exit setup?」 と表不されます。 

5 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定値が保存され、 BIOS セットアップユーティリティが終了します。 

以上で作業は終了です。 


システム靈 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
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BIOS セットアップユーテイリテイの基本操作 


• 操作はキーボードで行います。 

• 【—】【—】でメニューバーのカーソルを選択し、【 t 】【 i 】で設定項目を 
選択します。設定内容は、 【Enter】 でメニューを表示して【 t 】【1】や 
【+】【一】で変更することができます。 

- rSystem Date」「SystemTime」 の設定ではカーソル移動は 【Tab】 で行 
います。 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 



設定項目一覧 

ここでは BIOS セットアップユーテイリテイで、どのような設定ができる 
かを説明しています。表中の反転部分は工場出荷時の設定です。 

表中の （） で囲まれた項目は設定を変更しないでください。 


「 Main 」 メ ニュー 


設定項目 

設定値 

説 明 

BIOS Version 

— 

搭載されている BIOS のバージョ 
ンが表示されます。 

Product Name 

— 

型番が表示されます。 

Serial Number 

— 

製造番号が表示されます。 

System Time * 1 

HH : MM:SS 

現在の時刻を「時:分:秒」で入力 
します。 

System Date * 1 

MM / DD/YYYY 

日付を「曜日（表示のみ）/月/日 
/年」で入力します。 

Floppy A 

Disabled 

360 KB 

1.2 MB 

720 KB 

フロッピーディスクドライブ A のモー 
ドを選択します。 「 Disabled 」 に 
設定するとフロッピーディスクド 
ライブが使用できなくなります ( I/O 
制限）。 


2.88 MB 

(Primary IDE \ 
[Master ノ 


現在マザーボードの IDE インター 
フェイスに接続されている IDE デ 
バイスが表示されます。 【 Enter 】 

を押すと情報画面が表示され、 
SMART 機能に対応している八一 
ドディスクが接続されている場合 
は、 SMART 機能の有効/無効 
を設定します。ただし、 RAID モ 
デルの場合は八ードディスクは表 
示されません。 

(Primary IDE \ 
[Slave j 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 


※ェ：ユーザパスワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 


設定項目一覧 





設定項目 

設定値 

説 明 


1 Secondary \ 
IDE 

[Master 1 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

1 

1 Third IDE \ 
[Master ] 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

1 

1 Fourth IDE \ 
[Master ] 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

1 

1 Fifth IDE \ 
[Master ) 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

1 

1 Fifth IDE \ 
[Slave 1 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

CPU Type 

— 

搭載されている CPU の種類が表 
示されます。 

CPU Speed 

— 

搭載されている CPU の速さ(クロッ 
ク数）が表示されます。 

System 

Memory 

— 

システムメモリの容量が表示さ 
れます。 



設定項目一 I 







「Advanced」 メニュー 


I/O 制限 

I/O 制限は、外部とのデータ交換の手段である I/O を使用しないようにす 
る（制限する）機能です。 I/O を 「Disabled」 に設定することで制限するこ 
とができます。対象となるインター フヱ イスは、 フロッピー ディスクドラ 
イブ （OnBoard Floppy Controller) 、シリアルポート (Serial Portl Ad¬ 
dress, Serial Port2 Address) 、パラレルポート (Parallel Port Address) 、 
USB ポート （USB 1.1 Controller)、CD/DVD ドライブ （PATA 
Controller) です。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Advanced 

BIOS Setup 


BIOS 固有の詳細な機能 
について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Advanced 

Chipset 

Setup 


チップセット固有の詳細な 
機能について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Integrated 

Peripherals 


周辺機器の機能について 
設定します。 【 Enter 】 を 
押すと設定画面になります。 

Power 

Management 

Setup 


省電力の設定を行うため 
の設定項目について説明 
します。この項目にカーソ 
ルを合わせ [ Enter ] を押 
すと設定画面になります。 
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設定項目一覧 
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◎Advanced BIOS Setup 


チェック•ク- 

「Single Logical Processor Mode 」、「 No-Execute Memory 
Protection 」 の設定は変更しないでください。 


設定項目 


設定値 


説 明 


Clear NVRAM 


Disabled 


Enabled 


「 Enabled 」 を選択すると、 
NVRAM の初期化を行い 
ます。 

ただし、再起動時には 
「 Disabled 」 に戻ります 0 


Quick Boot 


Disabled 


Enabled 


起動時のクイックブートの 
使用を設定します。 
「 Enabled 」 の場合、一部 
のテストをスキップするので、 
起動時間が短縮されます。 


Silent Boot 


Disabled 


Enabled 


「 Disabled 」 に設定すると、 
起動時に巳 IOS チェック情 
報を表示します。 「 Enabled 」 
に設定すると、 「 NEC 」 口 
ゴの画面が表示されます。 


Bootup Num- 
Lock 


Off 

画 


起動時に Num Lock を才 
ンにするかを設定します。 
Windows 起動時では、 
Windows 上の設定が優 
先されます。 


Single Logical 

Processor 

Mode: 


Disabled 


Enabled 


Enabled に設定すると、搭 
載している CPU を Single 
Logical Processor Mode 
に設定します。 


No-Execute 

Memory 

Protection 


Disabled 


Enabled 


搭載している CPU の No- 
Execute Memory Protection 
機能を利用できるように設 
定します。 「 Enabled 」 に設 
定すると Windows Vista 
からサボートされる DEP 機 
能を利用できます。 


Intel ⑻ 

SpeedStep 

(tm) 

tech. _ 


Enabled 


Disabled 


Intel SpeedStep 機能の 
動作の有効/無効を設定 
します。 
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設定項目一覧 



◎Advanced Chipset Setup 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boots 

IGD 

使用するグラフィックカー 

Graphic 

PCI/IGD 

ドを設定します。 「 IGD 」 は 

Adapter 

PCI/PEG 

内蔵グラフィックデノ (イスを、 


PEG/IGD 

「 PEG 」 は PCI Express 



ス□ットに挿入したグラフィッ 



クカードを、 「 PCI 」 は PCI 
ス□ットに挿入したグラフィッ 
クカードを指します。 

IDVMT Mode \ 

— 

この項目の設定は変更し 

[Select ) 


ないでください。 

内蔵グラフィックスデバイ 
スが使用する、グラフィック 
スメモリの割り当て方法を 
選択します。 

lDVMT / FIXED \ 

— 

この項目の設定は変更し 

\ Memory ノ 


ないでください。 

DVMT モード/ FIXED モー 
ドで使用するグラフィックス 
メモリサイズを選択します。 

Top of 

rimgii 

大容量のメモリを搭載し、 

Usable 

3.00 GB 

ホットプラグ対応デバイス 

Memory 

2.75 GB 

を使用する場合、この項目 
で利用可能メモリの上限 
を変更する必要があります。 
たとえば、 3.25 GB 以上の 
メモリを搭載し、ホットブラ 
グ対応デバイスを使用する 
場合は、ホットプラグ対応 
デバイスに割り当てられる 
メモリ分をあらかじめ確保 
するために、本設定を 
3.00 GB に設定します。 

USB 1.1 

Disabled 

USB 機能の有効/無効を 

Controller 


設定します （ I / O 制限）。 
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設定項目一覧 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Network 

Disabled 

ネットワークブート機能の 

Boot Agent 


有効/無効を設定します。 

Audio 


内蔵オーディオ機能の有 

Controller 

Disabled 

効/無効を設定します。 

PATA 


パラレル ATA コント□一 

Controller 

Disabled 

ラの有効/無効を設定し 
ます。 「 Disabled 」 を設定 
すると光学式ドライブ等の 
パラレル ATA コント□一 
ラに接続されている旧 E デ 



バイスが使用できなくなり 
ます （ I / O 制限）。 


※エ：指紋センサ機能付き USB 109キーボードは、 USB 2.0 接続となっています。 

※之： Enabled に設定した場合、 USB メモリやメモリ スロッ ト付き USB プリンタを接続 
して起動すると、そのデバイスから優先的に起動を試みて HDD から起動しない場 
合があります。その場合は、起動順位の設定 (Boot メニュー)で 「Hard Disk Drives 」 
の起動川員位を 「Removable Drives I より優先させる等の変更を行ってください。 





設定項目一覧 



◎ Integrated Peripherals 


設定項目 

設定値 

説 明 

OnBoard 

Floppy 

Controller 

Disabled 


内蔵フロッピーディスクコ 
ント□—ラを設定します。 
「 Disabled 」 に設定する 
とフロッピーディスクコン 
卜□ーラが使用できなくな 
ります （ I / O 制限）。 




Serial Port 1 

Address 

Disabled 


シリアルポート1の1/〇アド 
レスと IRQ を設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると 
シリアルポート1が使用で 
きなくなります （ I / O 制限）。 
「Serial Port 2 Address 」 
で設定されている I / O アドレ 
スと IRQ は設定できません。 



I 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 4 

2 E 8/ IRQ 3 


Serial Po 「 t 2 

Address 

Disabled 

3 F 8/ IRQ 4 


シリアルポート2の I / O アド 
レスと旧 Q を設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると 
シリアルポート2が使用で 
きなくなります （ I / O 制限）。 
「Serial Portl Address 」 
で設定されている I / O アドレ 
スと IRQ は設定できません。 



l 

3 E 8/ IRQ 4 

2 E 8/ IRQ 3 


Parallel Port 

Address 

Disabled 

Rwa 

278 

3 巳 C 

パラレルポートの I / O アドレ 
スを設定します。 「 Disabled 」 

に設定するとパラレルポー 
卜が使用できなくなります 
( I / O 制限）。 
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設定項目一覧 



設定項目 

設定値 

説 明 

Parallel Port 

Mode 

taaa 

Bi-Directional 

EPP+SPP 

ECP 

ECP+EPP 

パラレルポートの動作モー 
ドを設定します 。 「Parallel 
Port Address 」 の設定 
が 「 Disabled 」 以外の場 
合に設定可能です。ご利用 
のプリンタモードについて 
はプリンタのマニュアルを 
ご覧ください。 

EPP Version 

■ 

EPP のバージョンを設定し 
ます 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「EPP + SPP 」 ま 
たは 「ECP + EPP 」 の場合 
に設定が可能です。 

ECP Mode 

DMA Channel 

DMAO 

DMA 1 

パラレルポートで使用する 
DMA チャネルを設定しま 
す 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「 ECP 」 または 
「ECP + EPP 」 の場合に 
設定が可能です。 



Parallel Port 

IRQ 

IRQ 5 

IISWW 

パラレルポートで使用する 
IRQ を設定します。 
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設定項目一覧 
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◎ Power Management Setup 


設定項目 

Restore on 
AC Power 
Loss 


設定値 


Power Off 


Power On 
Last State 


Resume On 


Disabled 


説 明 

AC 電源 （ AC 100 V ) が失 
われた際に、 AC 電源復帰 
後の動作を設定します。 
「Power Off 」 に設定すると、 
AC 電源が復帰しても、電源 
はオフのままになります。 
「Power On 」 に設定する 
と、 AC 電源が復帰した際 
に電源がオンになります。 
rLast State 」 に設定す 
ると、 AC 電源が失われた 
ときの電源状態になります。 
本体内蔵の LAN によって 


LAN Enabled 


電源を操作します。リモー 
トパワーオン機能を利用す 
るには、この項目を 
「 Enabled 」 (こ設定します。 


参照/電源管理の設定— Windows のヘルプ 


設定項目一覧 





厂奴チェックク- 

• スーパバイザパスワード、ユーザパスワードに使用できる文字は半角 
英数字のみで、15文字以内でなければなりません。また、大文字と小 
文字の区別はありません。 

• スーパバイザパスワード、ユーザパスワードを設定する場合は、パス 
ワードやパスワードの解除の方法を忘れたときのために、事前にこの 
「「 Security 」 メニュー」および 「 PART 5 付録」の「ストラップスイッチ 
の設定」 (P.1 68) を印刷しておくことをおすすめします。 

• ご購入元、または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。 

V_ J 

参照/ NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 
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設定項目一覧 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Supervisor 

Password 


スーパバイザパスワードの設 
定状態を表示します。工場出 
荷時は 「Not Installed 」 で 
す 。 「Change Supervisor 
Password 」 でスーパバイ 
ザパスワードを設定した場合、 

「 Installed 」 が表示されます。 

User 

Password 


ユーザパスワードの設定状 
態を表示します。工場出荷 
時は 「Not Installed 」 です。 
「Change User Password 」 
でユーザパスワードを設定 
した場合、 「 Installed 」 が表 
示されます。 

Change 

Supervisor 

Password 

(パスワード） 

スーパバイザパスワードの 
設定を行います。設定した 
場合、巳 IOS セットアップユー 
ティリティ起動時にスーパ 
バイザパスワードを入力す 
る必要があります。 

Change User 
Password * 

(パスワード） 

ユーザパスワードの設定を 
行います。スーパバイザパ 
スワードが設定されている 
場合、設定可能になります。 


※：ユーザパスワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 




設定項目 

設定値 

説 明 

Password 

Check 

Always 

パスワードを入力する場面 
を設定します。 「 Setup 」 
では BIOS セットアップユー 
ティリティ起動時に、 
「 Always 」 ではシステム 
起動時と BIOS セットアッ 
プユーティリティ起動時に 
パスワードの入力を要求し 
ます。スーパバイザパスワー 
ドが設定されている場合、 
設定可能になります。 

Hard Disk 
Security 


八ードディスクにパスワー 
ドを設定します。 【 Enter 】 

を押すと、サブメニューの 
設定画面になります。 

Security Chip 
Configuration 


セキュリティチップ機能の 
設定を行うことができます。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Chassis 

Intrusion 

Enabled 

筐体の開閉監視（ルーフカ 
バーオープン検知）を設定 
します。メッセージを解除 
する場合は 、 「Reset 
chassis Intrusion 」^： 
「 Enabled 」 にして再起動 
してください。 

Reset 

Chassis 

Intrusion 

Enabled 

筐体の開閉ステータスを 
リセットします。 「 Enabled 」 

を選択し、 BIOS セットアッ 
プユーティリティを保存し 
て終了すると、メッセージ 
が解除されます。ただし、 
再起動時には「 Disabled 」 

に戻ります。 


設定項目一覧 





_^ J ^ J スーパバイザパスワード/ユーザパスワード 

BIOS セットアップユーティリティの使用者を制限し、また本機の不正使 
用を防止するための機能です。 

•スーパバイザノ《スワード は、 BIOS セ ットアップユーテイリテイ の起動 
や本機の起動を制限するためのパスワードです。 

• ユーザ パスワ ー ドは、マスタパスワ ー ドと同じく BIOS セットアップ 
ユー ティリティの起動や本機の起動を制限するためのパスワードで 
す。 

また、ユーザパスワードで BIOS セットアップユーティリティを起動し 
た場合、設定できる項目が制限されます。本機の管理者と使用者が異な 
るときに、使用者が設定変更してしまうことを防止する場合などに有 
効です。 

♦スーパバイザパスワード/ユーザバスワードの解除 

スーパバイザパスワード/ユーザパスワードは、 BIOS セットアップ 
ユーテイリテイを起動して 「Security」 の 「Change Supervisor 
Password」 にパスワードを入れて、新しいパスワードに何も入れずに 
【Enter】 を押すと解除されます。なお、スーパバイザパスワード/ユー 
ザパスワードを忘れてしまった場合のパスワードの解除方法について 
は 「PART5 付録」の「ストラップスイッチの設定」 (p.168) をご覧くださ 

い。 

チェック-ク- . 

-スー/、°バイザパスワードで BIOS セットアップユ■■ティリティを起動 
した場合、新しいパスワードに何も入力しないで 【 Enter 】 を押すと、 
スーパバイザパスワード、ユーザパスワードの両方が解除されます。 

-ユーザパスワードで BIOS セットアップユ•■ティリティを起動した場 
合、ユーザパスワードをクリアすることはできません。 

• 無断でパスワードが解除されることを防ぐために、筐体ロックを使用 
することをおすすめします。 (p.86) 
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◎Hard Disk Security 


チェック•ク- 

• 購入元、または N EC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。また、起動できずに 
パスワードを解除または無効にできない場合は、修理から戻って来た 
際に、ハードディスクパスワードの再設定を行ってください。 

• ハードディスクパスワードを有効にしても、設定したハードディスク 
マスタパスワードやハードディスクユーザパスワードを本機の起動 
時に入力する必要はありません。 

-ハードディスクのパスワードは、本機のハードディスクが本機以外の 
パソコンで不正使用されることを防止するためのものであり、本機の 
不正使用を防止するものではありません。内部データへの不正アクセ 
ス防止のためにも、本機の他のセキュリティ機能とあわせてお使いく 
ださい。 


参照/ • NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 

. ハードディスクパスワードの再設定について—「ハードディスクパスワー 
ドの再設定」 (P.158) 

ハードデイスクパスワードには、ハードデイスクマスタパスワード 
(HDD Master Password ) とハードデイスクユーザパスワード (HDD 
User Password ) の2つがあります。 

. ハードデイスクマスタパスワード （HDD Master Password) 

ハードデイスクマスタパスワードは、ハードデイスクユーザパスワー 
ドを解除するためのパスワードです。ハードディスクマスタパスワー 
ドの解除方法については、「ハードディスクマスタパスワード/ハード 
ディスクユーザパスワードの解除」 （ p .158) をご覧ください。 

. ハードデイスクユーザパスワード （HDD User Password) 

ハードデイスクユーザパスワードは、本機とハードデイスクの認、証を 
行うためのパスワードです。ハードディスクユーザパスワードを設定 
することにより、本機以外でハードディスクの不正使用を防止できま 
す。 
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厂〇"チェック•グ- 


ハー ドディスクパスワードは必ずハードディスクマスタパスワード 
/ハードディスクユーザパスワードの両方を設定してください。 
ハードディスクパスワードは起動時のみ設定可能です。再起動時に 
は、設定の変更等はできません。 

ハードディスクマスタパスワードを設定していないとハードディス 
クユーザパスワードを設定することはできません。 

設定したパスワードを忘れないように控えておくことをおすすめし 
ます。パスワードを忘れてしまった場合、お客様ご自身で作成された 
データは、当社でも取り出せなくなります。また、パスワードを忘れた 
ために使用できなくなったハードディスクを交換する場合は有償に 
なります。ハードディスクのパスワードは忘れないように十分に注意 
してください。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Primary 
Master HDD 

Password is 


それぞれの八ードディスク 
の八ードディスクパスワー 
ドの設定状態を表示します。 
設定されている場合は 
「 Enabled 」 、設定されて 
いない場合は 「 Disabled 」 

と表示されます。八ードディ 
スクが取り付けられていな 
い場合は設定項目が表示 
されません。 

Secondary 
Master HDD 

Password is 


Third Master 

HDD 

Password is 


Forth Master 

HDD 

Password is 


Primary 

Master 

HDD Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） の八一 
ドディスクマスタパスワー 
ド設定画面になります。 

Primary 

Master 

HDD User 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） の八一 
ドディスクユーザパスワー 
ド設定画面になります。 
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ハードディスクパスワードを有効にしても、設定したハードディスクマ 
スタパスワードやハードディスクユーザパスワードを本機の起動時に入 
力する必要はありません。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Secondary 

Master 

HDD Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Secondary Master ） の 
八ードディスクマスタパス 
ワード設定画面になります。 

Secondary 

Master 

HDD User 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Secondary Master ） の 
八ードディスクユーザパス 
ワード設定画面になります。 

Third Master 

HDD Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Third Master ） のハード 
ディスクマスタパスワード 
設定画面になります。 

Third Master 

HDD User 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Third Master ） のハード 
ディスクユーザパスワード 
設定画面になります。 

Fourth 

Master 

HDD Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Fourth Master ） の八一 
ドディスクマスタパスワー 
ド設定画面になります。 

Fourth 

Master 

HDD User 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Fourth Master ） の八一 
ドディスクユーザパスワー 
ド設定画面になります。 
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♦ハードディスクパスワードの再設定 

本機の起動時にハードディスクがロックされたという内容のメッセージ 
が表示された場合は、次の手順でハードディスクパスワードの再設定を 
行ってください。 

• ハードディスクユーザパスワードがわかる場合 

いったん、本機の電源を落とした後、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動し、ハードディスクユーザパスワードの再設定を行ってく 
ださい。 

. ハードディスクマスタパスワードがわかる場合 

いったん、本機の電源を落とした後、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動し、ハードディスクマスタパスワードの再設定とハード 
ディスクユーザパスワードの再設定を行ってください。 

厂〇チェック.ク- . 

• ハードディスクが ロッ クされたという内容のメ ッセー ジが表示され 
た状態で、 HDD ユーザパスワードまたは、 HDD マスタパスワードを入 
力すると一時的に HDD パスワードのロックを解除することができま 
す。 

-一時的に解除している状態では、スリープおよび休止状態にしないで 
ください。 


♦ハー ドディスクマスタパスワード/ハードディスクユーザパスワード 
の解除 

ハードディスクマスタパスワード/ハードディスクユーザパスワード 
は、 BIOS セットアツプユーティリティを起動して 「Security」 の 「Hard 
Disk Security」 サブメニューにある対象となるハードディスクの 
「HDD Master Password」 にハードディスクマスタパスワード※を入 
れ、新しいパスワードに何も入れずに 【Enter】 を押すと解除されます。 
ユーザーがハードディスクユーザパスワードを忘れた場合、管理者が 
変更することができます。 

※：一度ハー ド ディスクマスタパスワード または ハードディスクユーザパスワード 
を認証すると次回起動時まで人力の必要はありません （「Enter CURRENT 
Password」 入力項目が表示されなくなります）。 

〇チェック. ク -, 

ハードディスクマスタパスワードで BIOS セ ツトアツ プユーティリティ 
を起動した場合、新しいパスワードに何も入力しないで 【Enter】 を押す 
と、ハードディスクマスタパスワード、ハードディスクユーザパスワード 
の両方が解除されます。 


◎Security Chip Configuration 


設定項目一覧 


Current TPM - 現在のセキュリティチップ （ TPM ) の設定 

State 状態を表示します。本項目は 、 「TPM 

Support 」 を「 Enabled 」 に設定してし、 

_ る場合のみ表爪されます 〇_ 

Change TPM Enable & Activate セキュリティチップ ( TPM ) の設定を変更しま 
State Disable&Deactivate す。本項目は 「TPM Support 」 を 「 Enabled 」 

Clear に設定している場合のみ表示されます。 

ig [« wtsnig (3 「 Enable & Activate 」 に設定すると、セキュ 

リティチップが有効になります。 

「 Disable & Deactivate 」 に設定すると、セキュ 
リティチップが無効になります。 

「 Clear 」 に設定すると、セキュリティチップに 
保存されてし)るユーザ情報が初期化されます。 
「No change 」 を設定しているときは、現在 
の設定は変更されません。 

なお、本項目の設定を変更して、巳 IOS セットアッ 
プユーティリティを保存して終了すると、次回 
起動時に設定変更の確認画面が表示されます。 
「 Enable & Activate 」 または 「Disables 
Deactivate 」 に設定を変更する場合は、 
[ F 10] キーを押してください。変更した設定 
が有効になります。 「 Clear 」 に設定を変更して、 
セキュリティチップの情報を初期化する場合は、 
[ Shift ]+[ F 1 〇]キーを押してください。その 
他のキーを押すと設定変更は無効になり、も 
う一度設定の変更をやり直す必要があります。 
Windows のアプリケーシヨンを使用して、再 
起動を伴うセキュリティチップ ( TPM ) の変更 
を行った場合にも、次回起動時に同じように 
設定変更の確認画面が表示されます。 


_設定項目__設定値 _ 説_明 _ 

TPM Support 「 Enabled 」 を選ぶと、セキュリティチッ 

Enabled プ ( TPM ) が利用可能になります。 


システム設定 





設定項目 設定値 説 明 


Password 

Authentication 


Disabled 


Enabled 


「 Enabled 」 に設定すると、セキュリティチッ 
プ （ TPM ) の設定変更時の確認画面が表 
示された後、パスワードの入力画面が表 
示されます。スーパバイザパスワードを 
入力した場合のみ、設定の変更が有効に 


なります。 


ユーザパスワードや間違ったパスワード 


を入力すると、確認画面で変更した設定 
内容を有効にしようとしても、設定は無 
効になります。 

この項目は、「スーパバイザパスワード」 


を設定している状態で 、 「TPM Support 」 
が 「 Enabled 」 に設定されているときの 
み表示されます。 


厂〇チェック.ク_ 

•「Security Chip Configuration 」 の機能をご利用になる場合は、スー 
ババイ ザバスワ ー ドとユーザパスワードを併用し、 BIOS セツトアツ 
プユーティリティのセキュリティレベルを強イ匕してください。また、 
Boot メニューの 「Boot Device Priority 」 にて、 「1 st Boot Device 」 
に 「Hard Disk Drives 」 を設定することを推奨します。 

• セキュリティチップ機能のユーザー情報を初期化すると 、 Windows 
上で保護したデータが参照できなくなりますので、必要なデータは参 
照可能な場所に退避してから初期化を行ってください。また、本機を 
廃棄する際には、ユーザー情報を初期化することで、データの漏洩を 
防ぐことができます。 

• セキュリティチップの初期化は 「Current TPM State 」 が 
r Enable & Activate 」 の場合のみ実行することができます。初期化後 
は 「Current TPM State 」 は 「 Disable & Deactivate 」 になります。 


セキュリティチップ機能について- ►『 Mate/Mate J 電子マニュアル』の「セ 
キュリティチップユーティリティマニュアル」 



「 Boot 」 メ ニュー 


厂〇チェック.ク- 

• 「 Boot 」 メニューは、ユーザパスワードで起動したときには変更でき 
ません。 

• USB デバイスからのブートはサポートしておりません。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boot Device 
Priority 


本機を起動するデバイス 
(ブートデバイス）の優先 
順位を設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Hard Disk 

Drives 


起動する八ードディスクの 
優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Removable 

Drives 


起動するフロッピーディス 
クドライブなどのリムーバ 
ブルドライブの優先順位を 
設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

CD/DVD 

Drives 


起動する CD.DVD ドライ 
ブの優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 
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◎ Boot Device Priority 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Boot 

Removable Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

■ CD/DVD Drives 

します。起動順位は「1 St 


Hard Disk Drives 

Boot Device 」 に指定し 


Network:XXXXX 

た装置から順番に起動しま 


Disabled 

す。 

2 nd Boot 

■ Removable Drives - 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

CD/DVD Drives 

Hard Disk Drives 

Network:XXXXX 

Disabled 

します。 

3 rd Boot 

Removable Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

CD/DVD Drives 

します。 


■ Hard Disk Drives Ky-M. 



Network:XXXXX 

Disabled 


4 th Boot 

Removable Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

CD/DVD Drives 

Hard Disk Drives 

します。 


|Network;XXXXX^M|: 



Disabled 


Boot from 

No 

「1 st Boot Device 」 か 

Other Device 

Egg 

ら 「4 th Boot Device 」 
で設定された装置から起動 
できなかった場合に、他の 
デバイスから起動するかど 
うかを設定します。 


起動する装置は次の通りです。 


Removable Drives 

工場出荷時に内蔵されているフロッピーディスクドライブや、スー 
パーディスクなどの ATAPI リ厶ーバブルデバイス 


CD/DVD Drives 

工場出荷時に内蔵されている CD/DVD ドライブ 


Hard Disk Drives 

工場出荷時に内蔵されているハードディスク 




• Network:XXXXX 

工場出荷時に内蔵されている LAN 

• Disabled 

使用しない 

◎ Hard Disk Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive * 1 

| SATA;XXXXX 

1 st Drive に設定した八一 
ドディスクドライブから起動 
します。 

Disabled 


※1:ドライブが複数接続されている場合は、「 2nd Drive」 、 「3rd Drive」 、 「4th Drive」 
のように設定項目が表示されます。 

※之： RAID モデルの場合は、 「RAID : xxxxxj となります。 


◎ Removable Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

| 1 st FLOPPY DRIVE 國 

1 st Drive に設定したフ□ッ 
ピーディスクドライブから 
起動します。 

Disabled 


※：ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」、「3rd Drive」、「4th Drive」 の 
ように設定項目が表示されます。 


◎ CD パ DVD Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

| CD / DVD;XXXXX 麵_ 

1 st Drive に設定した 
CD/DVD ドライブから起 
動します。 

Disabled 


※：ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」、「3rd Drive」、「4th Drive」 の 
ように設定項目が表示されます。 
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この章の読み方 


目的にあわせて該当するページをお読みください。 


この章の内容 


割り込みレベル . DMA チャネル . 166 

ストラップスイッチの雪 S 定 . 168 

お手入れについて . 171 









割り込みレベル - DMA チヤネル 

本機で使用できる周辺機器は、全て「リソース」というものを使用してい 
ます。リソースには、大きく分けて「割り込みレベル ( IRQ )」「 DMA チヤネ 
ル」などがあります。 


割り込みレベルと DMA チャネルについて 


リソースは、それぞれの機器ごとに違う設定をしなければなりません。リ 
ソースが複数の機器に割り当てられている状態（リソースの競合)では、 
機器が正常に使用できないばかりか、システム全体の動作も不安定に 
なってしまいますので、競合しないように設定してください。 

◎割り込みレベル_ 

「割り込みレベル (IRQ) 」は、複数の機器から同時に CPU にアクセスした 
ときに、どのような順序で処理していくかを決めるものです。 

本機では、ご購入時には次のように割り当てられています。 


IRQ 

インターフェイス 

IRQ 

インターフェイス 

0 

カウンタおよびタイマ 

15 

SMBus Controller 

1 

PS /2 接続キーボード 

16 

Management Engine Interface 

2 

(空き） 


PCI Express 

3 

通信ポート COM 2 


グラフィック 

4 

通信ポート COM 1 w 


USB 

5 

(空き） 

17 

Active Management Technology-SOL 

6 

フロッピーディスクドライブ 

18 

IDE コント□—ラ 

7 

(空き） 

19 

USB コント□—ラ 

8 

システム COM 


S-ATA コントローラ 


リアルタイムクロック 


RAID コント□—ラ※ 2 

9 

ACPI-Compliant System 

20 

IDE コント□—ラ 

10 

(空き） 


LAN 

11 

(空き） 

21 

US 巳コント□—ラ 

12 

PS /2 接続マウス 

22 

High Definition Audio 

13 

数値演算コプロセッサ 

23 

USB コント□—ラ 

14 

(空き） 




《1:別の I/O 機器に変更する場合は、 BIOS の設定を変更してください。 
※之： RAID モデルの 場合 
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◎ DMA チャネル 


工場出荷時の DMA チャネルの割り当ては、次の通りです。 


DMA チヤネル 

データ幅 

デバイス 

〇 

8または16ビット 

(空き） 

1 

8または16ビット 

(空き） 

2 

8または16ビット 

フロッピーディスク 

3 

8または16ビット 

(空き） 

4 


DMA コント□—ラ 

5 

16ビット 

(空き） 

6 

16ビット 

(空き） 

7 

16ビット 

® き） 


割り込みレベル . DMA チ ャ ネル 








ストラップスイッチの設定 

BIOS セットアップユーテイリテイで設定したパスワードを解除したい 
ときに、ストラップスイッチを利用します。 


設定前の確認 


パスワード解除の設定をする前に、ピンセットやラジオペンチなど、小さ 
な物をつかむのに適した工具を用意してください。 


パスワードの解除 


本機では、 BIOS セットアップユーティリティを使用してスーパバイザパ 
スワードとユーザパスワードを設定できます。これらのパスワードを忘 
れてしまった場合、次の方法でパスワードを解除することができます。 

r O チェック •ク - . 

パスワードが無断で解除されることを防ぐために、セキュリティロック 
に錠を取り付けることをおすすめします。 

V_ J 

1 「サイド カバーの 開け方」の手順でサイド カバーを 開ける 

( P .100) 


ストラップスイッチの設定 



2 ストラップスイッチのジャンパをピンセットなどを使って、次 
の図のように引き抜く 

抜いたジャンパはなくさないように保管してください。 



3 「サイドカバーの閉じ方」の手順でサイドカバーを閉じる 
( P .103) 

4 電源を入れる 

チェック •ク - 

[ 必ずサイドカバーを取り付けた後、電源を入れてください。 J 


5 「 NEC 」 ロゴの画面で [ F 2] を押す 

BIOS セットアップユーテイリテイが表示されます。 

6 電源を切る 

7 「サイドカバーの開け方」の手順でサイドカバーを開ける 

( P .100) 


ストラップスイッチの設定 



8 手順 2 で差し込んだジャンパを元の位置に差し込み直す 

9 「サイドカバーの閉じ方」の手順でサイドカバーを閉じる 

( P .103) 

以上で、パ スワー ド解除の ス トラップ スイ ッチの設定は終了です。 
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ストラップスイッチの設定 


お手人れについて 


お手入れを始める前に 


チェック.ク- X 

• お手入れにはシンナー、ベンジンなど揮発性有機溶剤や化学雑巾は使 
用しないでください。外装を傷めたり、故障の原因となることがあります。 

• 水やぬるま湯を本機に直接かけないでください。傷みや故障の原因とな 
ることがあります。 

V_ _ _/ 


◎準備するもの_ 

汚れが軽ぃ場合は、やわらかぃ素材の乾ぃたきれぃな布を用意してくださ 
ぃ。汚れがひどぃ場合は、水かぬるま湯を含ませて堅くしぼったきれぃな布 
を用意してくださぃ。 

0A 機器用クリーニングキットも汚れをふき取るのに便利です。 

0A 機器用クリーニングキットにつぃては、ご購入元にお問ぃ合わせくださ 

い。 


お手入れについて 


お手入れのしかた 


布でふいてください。汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に 
含ませ、よくしぼってから、ふき取ってください。 

本体の内部 

長時間使うと、ほこりがたまるので、定期的に清掃してください。 
本体内部の清掃については、ご購入元にお問い合わせください。 


フロッピーディスク 
ドライブ、 CD/DVD 
ドライブ 

クリーニングディスク（別 
売）を使ってクリーニング 
します。ひと月に1回を目 
安にクリーニングしてくだ 
さい0 


ディスプレイ 

布でふいてください。汚 
れがひどいときは、水か 
ぬるま湯を布に含ませ、 
よくしぼつてから、ふき 
取ってください。また、 
ディスプレイの画面は傷 
などが付かないように 
軽くふいてください。 



電源コード 

電源コードのプラグを長 
時間 AC コンセントに接続 
したままにすると、プラグ 
にほこりがたまることが 
あります。定期的に清掃し 
て < ださい。 


^—ポー r 

布でふいてください。汚れがひどい 
ときは、水かぬるま湯を布に含ませ、 
よくしぼってから、ふき取ってください。 
キーのすきまからゴ S などが入った 
ときは、掃除機などで吸い出します。 
ゴミが取れないときは、ご購入元に 
お問い合わせください。 


マウス 

布でふいてください。汚れがひどいときは、 
水かぬるま湯を布に含ませ、よくしぼってから、 
ふき取ってください。 

マウスの内部 

マウスポインタの動きが悪いときは、ボール 
と□—ラーもクリーニングしてください。 

—「マウスのクリーニング」（次ページ） 


—0 チェック.ク_ 

_水や中性洗剤は、絶対に本体やキーボードに直接かけないでくださ 
い。故障の原因になります。 

_シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用 
しないでください。本体の外装をいためたり、故障の原因となったり 
します。 


お手入れについて 

























マウス内部のロー ラーやポールが汚れると、マウスポインタの動きが悪 
くなります。次の手順で定期的にクリーニングしてください。ローラーだ 
けクリーニングするときは、4〜6の手順は省略してもかまいません。 

1 本機の電源を切り、マウスのケーブルをキーボードから外す 

2 マウスの裏側のボール止めを、下図の矢印の方向に回転させる 



付 

3 ボール止めを取り外し、ボールを取り出す 録 



4 ボールを中性洗剤で洗い、汚れを落とす 

5 水で中性洗剤を洗い落とす 

6 布で水分を拭き取り、風通しの良いところで充分に乾燥させる 


お手入れについて 
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7 マウス内部の口ーラーの汚れを、水分を含ませた綿棒でこすり 
落とす 

汚れが落ちないときは、柔らかい歯ブラシなどで汚れを取ります 
(このとき、歯ブラシに水やはみがき粉などを付けないでくださ 

い）。 



8 ボールをマウスに戻す 

9 ボール止めを取り付け、手順2と逆の方向に回して固定する 

〇チェック.ク-, 

-クリーニング中に、マウス内部にゴミが入らないように注意してくだ 
さい0 

• クリーニングの際にマウスから取り出した部品は、なくさないように 
してください。 

• 水や中性洗剤は、絶対にマウスに直接かけないでください。故障の原 
因となります。 

• シンナーやベンジンなどの有機溶剤は、使用しないでください。マウ 
スの外装をいためたり、故障の原因となったりします。 

• ローラーの汚れを取る場合には、絶対に金属ブラシやカッター、ヤス 
リなどのような硬いものは使用しないでください。口ーラーに傷が付 
き、故障の原因となります。 
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お手入れについて 



英数字 


3.5 型ベイ . 128,131 


5 型ベイ . 134 

AC 電源コネクタ . 17 

BIOS セットアップユーティリティ…138 
CD - R/RW with DVD-ROM ドライブ 

. 15 

CD - ROM ドラィブ . 15 

CD / DVD ドラィブ . 15, 62 

DEP 機能 . 87 

DeviceProtector . 89 

DMA チャネル . 167 

DVD - ROM ドラィブ . 15 

DVD スーパーマルチドライブ……15 

DVI コネクタ . 17,49 

FeliCa ポート . 86 

【 Fn 】 （エフエヌキー） . 40 

I/O 制限 . 85 

Intel Matrix Storage Console . 58 

IRQ .166 

LAN コネクタ . 17,19 

LAN の設定 . 74 

NASCA . 88 

N キ' ~ 口' ~ ノレオ' ~ ノ ゞ . 34 

PCI スロット .17, 20,116 

PCI Express ス ロット 1 7， 1 8， 119 
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PS /2 キーボードコネクタ……17,19 

PS /2 マウスコネクタ . 17,19 

RAID . 56 

SerialATA 電源ケープル . 125 

SerialATA 信号ケープル . 125 

SerialATA 機器の増設 . 127 

USB コネクタ . 14,16, 79 

USB バスパワードハプ . 35 

アナログ RGB コネクタ . 17,19 

暗号化ファイルシステム . 89 

ウイノレス . 87 

お手入れ . 171 

音量の調節 . 69 

解像度 . 44 

キーボード . 34 

休止状態 . 28 

休止状態からの復帰 . 29 

筐体 ロック . 17,18, 86 

クローンモード機能 . 51 

ケープノレスト ツノ、 ° . 17,107 

誤挿入防止機構 . 112 




















































サイドカバ'一 . 100 

サウンド機能 . 69 

指紋認証機能 . 86 

ジャンノ^ . 169 

周辺機器 . 98 

省電力機能 . 30 

シリ アルコネクタ . 17,19 

スクロールホイール . 42 

ス U —プ状態 . 27 

スリープ状態からの復帰 . 27 

ストラップスイッチ . 168 

スーパバイザパスワード…83,154 

セキュリティ機能 . 83 

増設 RAM ボード . 109 


夕行 


タイマ . 33 

通信速度ランプ . 19 

通風孔 . 17,18 

ディスクアレイ . 58 

デイスプレイ . 43 


ネットワーク 通信/接続 ランプ……20 
ネットワークブート機能 . 78 


ハ行 


ノヽイノ1ワ ーイス . 35 

パスワードの解除 . 154 

バックアップ . 54 

ハードディスク . 54 


ハードディスクアクセスランプ 

. 14,15 

ハードデイスクパスワード…84,155 


パラレルコネクタ . 17,18 

非常時ディスク取り出し穴 . 63 

表示色 . 44 

フアイル ベイカバー . 14,16 

ファイルベイ用機器 . 124 

フォーマット . 59, 61 

プラグ&プレイ . 93 

フロッピーディスクドライブ……59 
フロントマスク . 14,16 


デバイスドライバ . 93 

デバイスマネージャ . 6 

デュアルディスプレイ機能 . 51 

電源 . 21 

電源 スイッチ . 14 

電源ランプ . 14,15 

盗難防止 . 18, 86 


マイク細子 . 

. 17,18 

づ •>、、、〉 V、/ k 规白匕 . 

. 41 

マ不ノ メノト微苜匕 

. yu 

くーンヤツフ . 

. 1 〇 

夂フ ') ノワ . 

メモリ . 

. 〇〇, 〇 ( 

. 109 
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メモリスロット • 
メモリ 容量の確認 


110 

115 


ヤ行 


ユーザパスワード . 83,154 

ユニバーサル管理アドレス . 73 


ラ行 


ライトプロテクト . 61 

ライン出力端子 . 17,18 

ライン入力端子 . 17,18 

リソースの競合 . 93 

リフレッシュレート . 43 

リモートパワーオン機能……33,76 
ローパワーデバイス . 35 



割り込み レベル . 166 
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